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西郷隆盛が松ヶ岡開墾士に贈った言葉
「苦労は語らずとも天と地が知っている」
そして、「人は困難を乗り越えて大きく成
長する」の２つの解釈が伝わる。

 　〈特集〉  

  松ヶ岡開墾場に行ってみよう！
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素敵な髪飾りに夢中

　地元と県内外の作家さ
んの木工、布、石、ガラ
ス等の作品を販売してい
ます。まゆクラフト等の
体験も楽しめます。

　平成17年に「映画蟬しぐれ資料館」
として開館し、庄内ロケ作品の室内
セット、衣装等を展示しています。
12月１日〈映画の日〉を最後に14年
間の歴史に幕を下ろします。

松ケ岡地区伝統の
地口あんどん夏祭りマルシェなどが並ぶ秋の催し

松崎佑哉くん

安田仁志くん

石井美羽さん

松崎那南さん

松ヶ岡開墾場を巡って見付けた
魅力を紹介します

　開墾に従事した新徴組の人たちが住んだ屋敷は、松ヶ岡開墾
士住宅として市の文化財に指定されています。長らく非公開で
したが、史料に基づき復元工事が進められ10月から公開して
います。日本遺産「サムライゆかりのシルク」と松ヶ岡開墾場
をガイドするスタッフが常駐し皆さんをご案内していきます。

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
、
旧
庄
内
藩
士
が
刀
を
鍬く

わ

に
持
ち
替
え
山
林
を
開

墾
し
、
大
蚕
室
群
が
建
て
ら
れ
た
松
ヶ
岡
開
墾
場
。
こ
こ
か
ら
養
蚕
・
製

糸
業
が
興
り
、
絹
産
業
が
発
展
し
、
鉄
工
業
、
電
気
・
ガ
ス
、
金
融
業
な

ど
が
花
開
き
ま
し
た
。
ま
た
人
材
育
成
の
た
め
染
織
の
学
校（
鶴
岡
工
業

高
校
の
前
身
）や
縫
製
の
学
校（
鶴
岡
中
央
高
校
の
前
身
）が
設
立
さ
れ
産

業
化
を
支
え
ま
し
た
。
市
で
は
日
本
遺
産「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
」

と
し
て
認
定
さ
れ
た
鶴
岡
の
絹
の
物
語
と
歴
史
資
源
を
生
か
し
、
学
び
、

憩
い
、
に
ぎ
わ
う
松
ヶ
岡
開
墾
場
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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100年前に植えられた桜の回廊

特 集

石堂佳美さん

初めて知ったこ
とがたくさん。
家族を連れてま
た来たい！ ぼくたちの地域

には大切な歴史
があることを知
りました。

映画『蟬しぐれ』セットのジオラマ

●春●夏●秋

松ケ岡地区の子供たち

寄宿舎（旧酒井家蚕室）｜くらふと松ヶ岡こぅでらいね

五番蚕室｜庄内映画村資料館

松ヶ岡開墾士住宅（新徴屋敷）

映画の村のおもちゃ箱

世界に一つだけの手作り作品

松ヶ岡の案内はお任せください
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一番蚕室 三番蚕室 五番蚕室

二番蚕室 四番蚕室

貯桑土蔵

寄宿舎（旧酒井家蚕室）

松ヶ岡本陣

新徴屋敷

　一つの繭から約３％取れるきびそは蚕
が最初に吐いた糸。今まで織物にできな
かったのを活用し、国内のトップデザイ
ナー、先進の繊維産地と協働し、「kibiso」
ブランドをここから世界に発信していま

す。先人の歴史を次の
世代につなぐことが私
の役目だと思っていま
す。きびそを軸にここ
にしかない商品をつく
り、松ヶ岡開墾場を、
全国から人が集まり地
域の子供たちが自慢で
きる場所にしたいです。 きびその機織りに挑戦

　サムライたちが苦労の末、
開墾を成し遂げた地「松ヶ
岡」。開墾士の偉業、松ヶ岡
開墾場で行われた養蚕・蚕種
製造等の絹産業、日本遺産の
構成文化財とストーリーにつ
いて、史料とパネル、シアター
コーナーやプロジェクション
マッピングで紹介しています。

蚕に桑葉をあげました

　シルクタウン・プロジェクトの取り組
みとして６月と９月に蚕室内で蚕の飼育
展示を見学することができます。蚕室で
蚕を飼っている様子は国内でもなかなか
見ることができません。

約40年ぶりに蚕室で蚕を飼育

　400年前の酒井公入部の際、
築城のため仮住まいした建物
で、150年前に松ケ岡地区に
移築されました。戊辰戦争で
庄内藩が降伏し、旧藩士は絹
産業を興し国に貢献するため
苦労して311haの山林を開墾
しました。「気節凌霜天地知」
の教えは私たちの宝物です。

　軽食提供、手芸作品の展示・販売を行ってい
るほか、松ケ岡地区特産の桃や庄内柿など、旬
の野菜や果物の直売コーナーもあります。松ヶ
岡開墾場散策の合間に休憩していきませんか。

　松ヶ岡焼の陶芸体験ができます。タイルク
ラフトや絵付け体験、そば打ち体験などのメ
ニューもあり、出張教室も行っています。

瓦
運
び
を
体
験

　

な
か
な
か
様
に
な
っ
て
い
ま
す

お
殿
様
の

建
物
だ
っ
た
な
ん
て

知
ら
な
か
っ
た
！

真
綿
っ
て

　

絹
で
で
き
て
る
ん
だ
っ
て

松ヶ岡開墾場
堀誠さん

鶴岡シルク㈱
大和匡輔さん

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

　
　
　

お
い
し
～
！

下妻さき子さん

体験教室の作品

松ヶ岡開墾場ってこんな所！

松ヶ岡本陣

一番蚕室｜松ヶ岡開墾記念館

二番蚕室｜一翠苑 貯桑土蔵｜松岡窯陶芸教室　陶の蔵

二番蚕室｜kibiso・侍絹・ショップ

三番蚕室｜おカイコさまの蔵

藩主の御殿が
開墾事業の拠点に

日本最北限の絹産地
鶴岡で見いだされた「きびそ」

あなた好みの器を
つくりませんか？

４月にリニューアルオープン
松ヶ岡開墾場の歴史を学ぶ

ほっと一息
できるお休み処
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　松ヶ岡を訪れると、いつも凜
りん

とした静寂に魅了されます。たくさ
んの時代が過ぎ行く中、何にも翻弄されず、雪の日も夏の暑い日も、
常に落ち着いてあの場所に正座し、背筋を伸ばして前を見つめてい
る、まるで武士のよう。このような「むかしむかし」が空気として
保存されている松ヶ岡から新たな開拓が始まります。できるだけ何
も変えぬまま、人の手によって創られたシルクやクラフトを、新し
い時代に向けて紹介し直すという挑戦は、大人にとっては懐かしく、
子供たちにとっては新しい驚きとなることでしょう。

ピザにシルクを入
れたり、バーナー
であぶったりする
ことで豪華なディ
ナーを演出しまし
た。好評をいただ
けて良かったです。

松ヶ岡周辺の野の
草花を使ったフラ
ワーアレンジメン
ト。自然に親しみ
ながら散策し、皆
さん夢中で花を摘
んでいました。

松ヶ岡を知ってもらおう
と、地元の方と一緒に
考えた企画です。「楽し
い！」と言ってもらえて
うれしかったですね。

クラフト・食などの体験が盛りだくさん。多くの方が足を
運んでくれました。目玉企画の松ヶ岡SILKラボ・グラン
ピングの様子を紹介します。

　自分で摘んだ草花を素敵
なフラワーアレンジメント
に仕上げ、シルク生地と一
緒にテーブルコーディネー
ト。ハンモックやイルミネ
ーションでくつろげる空間
が出来上がりました。ディ
ナーではシルクを使ったピ
ザや、地元野菜のピクルス
などをたんのうしました。
講師を務めてくれたのは、
西直人さん（写真左）、高
橋菜々さん（中央）、齋藤
智子さん（右）です。

シルクの一貫した生産工程に関
係する科学技術を活用し楽しく
学びました。

東北芸術工科大学学長
日本遺産「サムライゆかりのシルク」

アドバイザー

　

松
ヶ
岡
開
墾
場
に
は
、
三
階
建

て
の
五
棟
の
蚕
室
が
明
治
初
期
の

姿
で
残
さ
れ
、
開
墾
当
時
の
雰
囲

気
を
今
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
治
20
年
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
、
地
域
住
民
総
出
で
行
う
茅か
や

刈
り
や
雪
囲
い
な
ど
の
作
業
は
今

も
続
き
、
開
墾
創
業
に
お
い
て
形

づ
く
ら
れ
た
共
同
の
精
神
が
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
開
墾
を
き
っ

か
け
と
す
る
有
形
無
形
の
文
化
遺

産
は
高
く
評
価
さ
れ
、
国
指
定
史

跡
、
近
代
化
産
業
遺
産
群
、
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で

あ
る
松
ヶ
岡
開
墾
場
を
市
民
の
財

産
と
し
て
継
承
し
、
観
光
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
た
め
平
成
28
年
に

史
跡
の
一
部
を
公
有
化
し
ま
し
た
。

30
年
度
に
は
将
来
に
向
け
適
切
に

保
存
・
活
用
・
整
備
す
る
た
め
の
方

針
と
し
て
「
史
跡
松
ヶ
岡
開
墾
場

保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
。
ま
た
、

日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
出
発

点
・
松
ヶ
岡
開
墾
場
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
学
び
や
遊
び
な

ど
の
体
験
を
通
し
て
新
し
い
魅
力

を
体
感
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
有
識

者
や
専
門
家
に
よ
る
会
議
、
高
校

生
・
地
域
住
民
・
企
業
関
係
者
が

参
加
し
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中山ダイスケ氏

松ヶ岡夏祭りWEEK
８月４日～ 15日に開催しました

松ヶ岡SILKラボ
シルクづくりの技術には驚きがいっぱい

松ヶ岡SILKグランピング
贅沢な空間で一味違ったキャンプを

絹のスカーフを染め上げました。

シルクスクリーン

絹糸を紡ぐ工程で発生する成分
を使った実験に挑戦しました。

つかめる水、葉脈標本

松
ヶ
岡
の
今
と
こ
れ
か
ら

松ヶ岡＋クラフト「むかしむかしの新しさ」
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■庄内映画村資料館

▼映画の村のハロウィン
　松ヶ岡ならではのハロウィンの飾
り付けでおもてなし
■日10月19日○土 ～ 27日○日

▼企画展「さらば平成～映画で振り
返る30年～」
■日12月１日○日 まで

▼俺の茶屋
■日10月27日○日 午前11時～午後３時
■内サムライがもてなす武者だんごや
芋煮の販売

▼共通　■問同館☎62‐2080

■陶の蔵

▼木工でトナカイ
■日10月27日 ○日 午 後 １ 時30分　■定
15人　■費3,500円　■申10月15日○火
まで陶の蔵☎62‐4824へ

■2019庄内オーガニックマルシェ
松ヶ岡・秋の収穫祭２days

▼モノコト展
■日10月19日○土・20日○日 午前10時～
午後３時

▼食と農のマルシェ
■日10月20日○日 午前10時～午後３時

▼共通　■場松ヶ岡開墾場　■問実行委
員会

★ピーノ・コッリーナ ワインピクニック
■日10月20日○日 午後１時（四番蚕室
前 集 合）　■定10人　■費1,500円（ワ
インの試飲付き）　■問 グ ラ ン ド エ
ル・サン（長谷川）☎24‐4633

松ヶ岡でワイン！？
　松ヶ岡開墾場の隣接地に民間企業
主導のワイナリー建設が進んでいま
す。平成29年からブドウを松ケ岡
地区の畑に植え、品質・収量向上に
取り組んでいます。

★松ヶ岡SILKラボ
　秋の親子実験教室
　～色の調合と染色に挑戦！～
■日10月26日○土 午前10時　■場二番蚕
室　■対小学生とその保護者15人（保
護者１人につき小学生最大２人ま
で）　■内オリジナルシルクスカーフ
作り　■費１人500円

★松ヶ岡開墾スピリット親子塾
　開拓者の技術に学ぶ、道具の使い
方＆火の扱い方講座～ナタ・ノコ・コ
ガタナを使おう！火を使おう！！～
■日10月27日○日 午前10時（二番蚕室
集合）　■対小学生とその保護者15人

（小学生１人につき保護者１人の付
添いが必要）　■費１人500円

★松ヶ岡SILKグランピング
　シルクの里のスイーツピクニック
■日10月27日○日 午後１時（二番蚕室
集合）　■対小学生以上の方12人　■費
1,000円

■一翠苑

▼手作り柿パフェ
■日10月19日○土 午前10時～午後３時
■定20人　■費500円

▼松ヶ岡の秋御膳
■日10月19日○土 正午から　■定20人
■内郷土料理を盛り込んだ秋味定食
■費1,500円　■申10月10日○木 まで　　

▼共通　■問一翠苑☎62‐2928

■kibiso・侍絹・ショップ

▼シルクとkibisoのハギレで作る !
クラフトコーナー
■日10月19日○土・20日○日・26日○土・27
日○日 午前10時～午後４時　■内ハギ
レを組み合わせて好きなもの（バッ
チワーク、ブローチ、くるみボタン
など）を作る　■費500円

▼お買い得！シルクの生地売り＆シ
ルクスカーフ販売コーナー
高級国産シルク生地が１m500円！
■日10月19日○土 ～27日○日

▼共通　■問同ショップ☎29‐1607

■くらふと松ヶ岡こぅでらいね

▼桑の枝と樹皮でツクル♡壁飾り
■日10月19日○土 ・20日○日 午後１時30
分　■内桑の樹皮をむいてシルクのよ
うなツルツルの木肌とご対面！ビッ
クリ!!　■費600円

▼裂き織りでツクル♡テーブルセンター
■日10月22日○火 　■費1,500円　■申要
予約（空いている場合は当日体験可）

▼シールを貼ってツクル♡My磁器（ポーセラーツ）
■日10月23日 ○水 午 後 １ 時30分　■費
1,500円　■申10月20日○日 まで

▼木の実と多肉植物でツクル♡ハーバリウム
■日10月27日○日 午後１時30分　■定５
人　■内秋の情景をビンの中に落とし
込んじゃう!!　■費2,000円　■申10
月24日○木 まで

▼共通　■問くらふと松ヶ岡こぅでら
いね☎62‐2888

★印のイベン
トのお申し込
みはこちら↓

10.19 10.27（土） （日）

を
開
催
。
日
本
遺
産
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
長
・

中
山
ダ
イ
ス
ケ
氏
が
中
心
と
な
り
、

出
た
意
見
を
「
松
ヶ
岡
ク
ラ
フ
ト

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
構
想
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
、
松
ヶ
岡
開
墾
場

に
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

開
墾
・
絹
産
業
・
景
観
・
食
・
農
・

手
作
業
な
ど
、
松
ヶ
岡
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
夏
に
は
親
子
連
れ
を
対

象
と
し
た
「
松
ヶ
岡
夏
祭
り
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｋ
」、
秋
に
は
観
光
客
を
対
象

と
し
た
「
松
ヶ
岡
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
と
い
う
お
試
し
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
。
松
ヶ
岡
開
墾
場
な

ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

し
、
多
く
の
人
に
提
供
し
な
が
ら

磨
き
上
げ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
松
ヶ
岡
開
墾
場
は

創
業
１
５
０
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
地
域
住
民
、
絹
産
業
関

係
者
が
１
５
０
年
大
切
に
守
っ
て

き
た
、
松
ヶ
岡
開
墾
か
ら
始
ま
る

絹
の
物
語
。
こ
の
物
語
を
次
の
時

代
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、
歴

史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
、
松
ヶ

岡
に
し
か
な
い
体
験
の
提
供
、
鶴

岡
の
シ
ル
ク
産
業
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
松
ヶ
岡
開
墾
場
に
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

市政功労者を10月１日（市制施行記念日）に表彰します
市政功労者表彰

■問本所総務課☎内線300

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、その功績をたたえています。
　今年度は、３人の方が10月１日の市制施行記念式典で表彰されます（この表彰は、鶴岡市表彰
条例に基づいて行われるものです）。

〈地方自治功労〉　阿部 信矢 氏 （73歳） 伊勢横内
　平成３年４月から平成31年４月まで
連続７期28年の永きにわたり、山形県
議会議員として活躍され、その間、建設
常任委員会委員長、農林水産常任委員会
委員長、議会運営委員会委員長、予算特
別委員会委員長、地域経済活性化対策特
別委員会委員長、山形県監査委員、山形
県地方港湾審議会委員、山形県森林審議

会委員等の要職を歴任され、更に、平成
16年３月から平成17年３月まで副議長
として、平成19年５月から平成21年３
月まで議長として県政の発展に指導力を
発揮されるなど、数多くの要職にあって、
積極的にその職責を全うし、地方自治の
進展と地域の隆盛発展に寄与されました。

〈地方自治功労〉　阿部 昇司 氏 （68歳） 渡前
　平成２年12月から平成13年12月ま
で連続４期11年藤島町議会議員として、
平成19年４月から平成31年４月まで連
続３期12年山形県議会議員として、通
算７期23年の永きにわたり地方議員と
して活躍され、その間、藤島町議会にお
いては、副議長、議会運営委員会委員長
等、山形県議会においては、厚生文化常
任委員会委員長、議会運営委員会副委員

長等の要職を歴任されました。また、平
成14年１月から平成17年９月の閉町ま
で藤島町長として町政執行の重責を担わ
れるとともに、市町村合併に際し合併協
議会副会長として、協議内容をまとめる
重要な役割を果たされるなど、数多くの
要職にあって積極的にその職責を全うし、
地方自治の進展と地域の隆盛発展に寄与
されました。

〈社会福祉功労〉　山村 久子 氏 （74歳） 日出一丁目

　平成10年12月民生委員児童委員に就
任以来現在まで、20年10月の永きにわ
たり、社会福祉の精神をもって、援助を
必要とする方々の自立支援、青少年の健
全育成、ひとり暮らしの高齢者の友愛訪
問等に献身的に尽力されるとともに、平

成16年12月から平成17年11月及び平
成19年12月から現在まで、第２民生区
民生児童委員協議会副会長として会長を
補佐し委員の資質向上に努められ、民生
の安定と市民福祉の向上発展に貢献され
ました。

（21）

　

市
長
就
任
か
ら
間
も
な
く
２
年
。
就
任
直

後
に
江
戸
川
区
役
所
を
訪
問
し
、
職
員
総
出

の
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

本
年
は
江
戸
川
か
ら
本
市
へ
の
学
童
疎
開
か

ら
75
年
の
節
目
の
年
。
苦
し
く
、
厳
し
い
時

代
、
多
感
な
小
学
生
を
温
か
く
迎
え
た
鶴
岡

市
民
。
あ
の
拍
手
は
私
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

あ
の
時
代
、
そ
し
て
そ
の
後
交
流
を
継
続
し

て
き
た
鶴
岡
市
民
に
向
け
ら
れ
た
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　

鶴
岡
と
江
戸
川
の
両
校
が
相
ま
み
え
る
こ

と
と
な
っ
た
夏
の
甲
子
園
。
鶴
岡
東
と
関
東

第
一
と
の
試
合
を
甲
子
園
で
一
緒
に
応
援
し

な
い
か
と
持
ち
掛
け
て
き
た
の
は
、
こ
の
春

に
就
任
さ
れ
た
斉
藤
猛
江
戸
川
区
長
さ
ん
だ

っ
た
。
当
日
は
赤
川
花
火
大
会
の
日
。
甲
子

園
で
の
応
援
は
諦
め
、
そ
れ
に
代
え
て
私
が

提
案
し
た
の
は
、
テ
レ
ビ
電
話
で
の
首
長
同

士
の
エ
ー
ル
交
換
だ
っ
た
。
疎
開
の
時
代
に

は
想
像
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
試

合
を
前
に
、
両
首
長
は
両
校
の
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
し
た
。
メ
ガ
ホ
ン

に
加
え
ボ
ー
ル
を
用
意
し
た
斉
藤
区
長
の
周

到
さ
に
差
し
込
ま
れ
る
も
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
の
開
催
で
切
り
返
し
、
真
剣
勝

負
の
前
の
場
外
戦
を
展
開
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
夏
、
旧
ホ
テ
ル
雷
屋
の
撤
去
を
進
め

る
方
針
を
固
め
た
。
所
有
者
の
責
任
は
？
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
生
む
の
で
は
？
法
的
な
問

題
を
含
め
、
市
職
員
が
こ
の
問
題
を
き
っ
ち

り
詰
め
て
く
れ
た
。
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
建
設
部
の
建
築
課
と
市
民
部
の
環
境
課
だ
。
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健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○火
～
12
月
28
日
○土　

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　

■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）　

■内
問
診
、
歯
周
組
織
検

査　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除

制
度
あ
り〈
要
事
前
申
請
〉）　

■持
受
診
券（
９

月
末
に
送
付
済
み
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

■日
10
月
15
日
○火
～
来
年
１
月
31
日
○金　

■場
本

市
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関　

■対
65
歳
以
上

の
方
ま
た
は
60
歳
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者

１
級
に
該
当
す
る
方
（
医
療
機
関
で
本
人
確

認
を
し
ま
す
）　

■
助
成
額　

１
、
５
０
０

円（
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
）　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
申
請
に
よ
っ
て
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
金
が
無
料
に
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
課
税
世
帯
の
扶

養
に
な
っ
て
い
る
方
を
除
く
）
は
助
成
額
が

２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
（
要
事
前
申
請
）。

鶴岡市職員採用試験【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

■募集職種・受験資格
▷ 上級土木〈大卒程度〉…昭和60年４月２日～平

成10年４月１日に生まれた方
▷ 土木〈社会人経験者〉…昭和55年４月２日以降

に生まれ、技術士・技術士補または１級土木施工
管理技士の資格を有し、民間企業の社員または公
務員として設計業務、施工管理等の経験が３年以
上ある方

▷ 行政（社会福祉士〈社会人経験者〉）…昭和55年
４月２日以降に生まれ、社会福祉士の資格を有し、
民間企業・団体の職員または公務員として社会福
祉分野の業務の経験が５年以上ある方

■試験日時
▷１次試験…11月10日○日 午前10時
▷ ２次試験…１次試験に合格した方を対象に12月

中旬に実施予定
■試験会場　
▷１次試験…鶴岡市職員研修会館

▷ ２次試験…市役所本所
■申込み受付
▷ 10月２日○水 ～18日○金 に、申込書を市役所本所職

員課へ（郵送の場合、18日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課で交付
▷ 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請

求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用　
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで　
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
馬場町９‐25）へ。申込締切りに余裕を持って請
求してください

▷ 市HP「人事・職員採用」
　からダウンロードする
　こともできます

法
的
な
最
大
の
論
点
は
、
所
有
者
に
責
任
を

問
え
な
い
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
旧
ホ

テ
ル
雷
屋
の
所
有
者
で
あ
る
法
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
に
破
産
手
続
き
が
廃
止
さ
れ
、

現
状
は
実
体
の
な
い
清
算
法
人
が
所
有
し
て

い
る
。
当
時
の
法
人
の
元
役
員
は
お
ら
れ
る

も
の
の
、
社
会
的
責
任
は
求
め
ら
れ
て
も
法

的
に
は
責
任
は
問
え
な
い
の
だ
。
略
式
代
執

行
の
手
続
き
を
順
を
追
っ
て
進
め
る
以
外
に
、

危
険
な
建
築
物
を
撤
去
す
る
手
段
は
事
実
上

存
在
し
な
い
。
方
針
決
定
ま
で
約
10
年
掛
か

っ
た
。
地
元
小
堅
地
区
か
ら
は
何
度
も
そ
の

危
険
性
、
不
安
な
日
々
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
て
き
た
。
６
月
18
日
の
山
形
県
沖
地
震

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
以
上
放
置
し
て
お
く

こ
と
は
で
き
な
い
、
職
員
た
ち
が
検
討
を
積

み
重
ね
、
知
恵
を
絞
っ
て
国
や
県
と
の
調
整

を
含
め
て
動
い
て
く
れ
た
。

　

こ
の
２
年
、
つ
く
づ
く
感
じ
る
の
は
、
鶴

岡
を
支
え
て
い
る
の
は
温
か
い
市
民
で
あ
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
た
企
業
で
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
歴
史
、
自
然
、
そ
し
て
そ
れ
を

活
か
し
て
新
た
な
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
心
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
木
清
さ
ん
の
『
人
生
論
ノ
ー
ト
』
と
い

う
本
を
手
に
と
っ
た
の
は
、
将
来
に
迷
い
悩

ん
だ
大
学
生
の
頃
だ
っ
た
か
。
人
間
の
感
情

の
中
で
最
も
厄
介
な
感
情
は
「
嫉
妬
」
だ
そ

う
だ
。
国
内
外
を
見
渡
せ
ば
、
残
念
な
が
ら

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
い
ま
だ
異
な
る
も
の

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
攻
撃
的
な
「
嫉
妬
」

の
心
が
渦
巻
い
て
い
る
。
私
た
ち
の
街
が
こ

れ
か
ら
も
爽
や
か
に
、
明
る
く
、
人
を
ひ
き

つ
け
る
街
で
あ
る
た
め
に
、
江
戸
川
区
の
小

学
生
を
温
か
く
迎
え
た
鶴
岡
市
民
の
よ
う
に
、

人
の
痛
み
の
分
か
る
、
あ
つ
い
民
情
の
あ
る

街
で
あ
り
続
け
た
い
。
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談
員
が
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と

や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
１
日
○火
～
11
月
29
日
○金　

■申
本
所
福

祉
課
☎
内
線
１
９
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

耳
・
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
９
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ寝

た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
ま
た
は
40
歳
～

64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②
在

宅
等
で
介
護
を
受
け
、
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税　

■
助
成
対
象
用
品　

紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業
所
が
対
象
用

品
を
配
達　

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険

料
第
１
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同

２
・
３
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同

４
・
５
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円
（
40
歳

申
請
は
10
月
15
日
○火
か
ら
受
け
付
け
ま
す

（
■持
印
鑑　

■他
本
人
・
家
族
の
ほ
か
、
本
人

が
委
任
し
た
方
の
代
理
申
請
可
）

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　
　
　

10
月
は
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間

　

が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
年
度

が
ん
検
診
未
申
込
み
の
方
で
受
診
希
望
の
方

は
、
健
康
課
☎
内
線
３
６
７
へ
。

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

在
宅
身
体
障
害
者
の
方
を
身
体
障
害
者
相
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～
64
歳
の
方
は
本
人
及
び
世
帯
の
課
税
状
況

に
応
じ
て
決
定
）　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

今
年
度
の
年
金
額
は
満
額
で
78
万
1
０
０
円 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、
次
の

全
て
の
期
間
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
す
。
な
お
、
期
間
に
応
じ
て
、
年

金
額
は
増
減
し
ま
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

　

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資

格
を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
～
64
歳
で
も
、

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減
額
率

は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害

者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
に
、
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納
め

た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、
納

め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し
て

受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合
は
、

付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率
で
減
額

ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
の
方
は
、

付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
つ
い
て

▼
保
険
料
が
未
納
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
、
年
金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

す
が
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
が
で
き
な
い
か
、

ま
た
は
で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、
納
付
書
で

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

（
納
付
書
は
７
月
に
送
付
済
み
）。

■対
①
差
引
き
対
象
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方　

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方　

③
今
年
２
月
以
降
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方　

④
特
別

徴
収
が
途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

納
付
書
が
届
い
た
方
で
口
座
振
替
を
希
望

す
る
方
は
、
金
融
機
関
等
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
納
期
限
の
過
ぎ
た
保
険

食文化創造都市

料理人のインターンシップ生を募集
■申本所食文化創造都市推進課内

　「鶴岡食文化創造都市推進協議会」事務局☎内線540

■日11月25日○月～29日○金　
■対�料理専門学校生、旅館・ホテル・飲食店等で料理人として
働く意欲がある方　
■内�市内料理人による講義、温海かぶ等のほ場見学、旅館等で
の就業体験
■申10月31日○木 まで　
※プログラム等の詳細は同協議会HPをご覧ください。

　本市の食文化の特色である山・里・海の食材や郷土食など
の多様性を生かし、次世代の料理人に求められる知識・技術
を学ぶ料理人短期研修型インターンシップ生を募集します。
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料
は
引
き
落
と
さ
れ
な
い
た
め
、
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
保
税
等
の
納

付
で
使
用
し
て
い
た
口
座
は
引
き
継
が
れ
ま

せ
ん
の
で
、
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月
～
９
月
分
で
、

10
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税県
税
・
市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
動
産

庄
内
地
区 

県
・
市
町
合
同
公
売
会

■日
11
月
16
日
○土　

■時
受
付
…
午
前
９
時
30
分

入
札
…
10
時
10
分
～
11
時　

開
札
…
11
時
５

分　

■場
勤
労
者
会
館　

■問
本
所
納
税
課
☎
内

線
２
１
６　

■他
市
HP

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

公
売
の
お
知
ら
せ

■日
11
月
20
日
○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分

入
札
…
９
時
30
分　

■場
市
役
所
本
所
６
階
大

会
議
室　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８

■他
市
HP生

活
・
そ
の
他

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
テ
ン
グ
タ
ケ
な
ど 

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
多

発
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
・
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ
コ
は
採

ら
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
こ
れ
に

似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
調
理
す
る
前

に
も
う
一
度
確
認
す
る　

▽「
縦
に
裂
け
る
・

虫
が
食
べ
た
跡
が
あ
る
と
食
べ
ら
れ
る
、
干

し
て
乾
燥
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
言

い
伝
え
は
信
じ
な
い　

▽
安
易
に
譲
り
渡
し

た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な
い　

▽
キ
ノ
コ
を

食
べ
て
中
毒
症
状
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
食

べ
残
し
な
ど
を
持
っ
て
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

10
月
は
土
地
月
間
～
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
～

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

マイナンバーカードを取得しましょう！
マイナンバーカードとコンビニ交付サービス

■問本所市民課☎内線116または各地域庁舎市民福祉課へ

　※１　�お手元にない方や、氏名・住所など記載内容に変更があ
る方には、新しい申請書をお渡ししますので、本所市民
課または各地域庁舎市民福祉課にお越しください。

　※２　�通知カードが送られた封筒に同封されています。差出有
効期限が平成29年10月４日までとなっていますが、令

和４年５月31日までそのままお使いいただけます。ま
たお手元に封筒がない場合は、マイナンバーカード総合
サイトからダウンロードも可能です。市役所窓口でもお
渡ししています。

■カードの受け取りは市役所窓口へ
　申請から約１か月後に、交付通知書（はがき）が本
人宛に届きます。カードを受け取ることができるのは
原則、本人のみです。電話で予約し、必要な持ち物を
準備の上、お越しください（日中に来庁できない方は
ご相談ください）。

☆�市役所窓口で顔写真を撮影し、インターネットでの申請をお
手伝いします。交付申請書と本人確認書類、印鑑をお持ちの
上、お越しください。所要時間は30分程度ですが、混雑時
や通信状況によってはさらにお待ちいただくことがあります。

■市役所に来庁しなくても申請できます！
郵送
①�世帯主宛に送付している通知カード下部の交付申請
書※１に必要事項を記入、押印、顔写真を貼付　
②�送付用封筒※2に入れて郵便ポストに投かん
パソコン
①�デジタルカメラで顔写真を撮影し、パソコンに保存
②�交付申請用ホームページにアクセスし、画面の案内
に従って必要事項を入力し、顔写真を添付して送信
スマートフォン　
①スマートフォンのカメラで顔写真を撮影
②�交付申請書のQRコードを読み込み、交付申請用ホ
ームページにアクセスし、画面の案内に従って必
要事項を入力し、顔写真を添付して送信
証明用写真機
①�タッチパネルで「個人番号カード申請」を選択し、
撮影用のお金を入れ、交付申請書のQRコードをバ
ーコードリーダーにかざす　
②�画面の案内に従って、必要事項を入力し、顔写真を
添付して送信

■コンビニ交付サービス
　マイナンバーカードがあれば、コンビニにあるマ
ルチコピー機から住民票等の各種証明書を取得でき
ます。

▽利用できるコンビニ（国内のみ）
マルチコピー機が設置してある、セブン - イレブン、
ローソン、ファミリーマート

▽サービスの利用に必要なもの
①利用者証明用電子証明書が記録されているマイナ
ンバーカード　②カード交付時に設定の数字４桁の
利用者証明用電子証明書暗証番号　③交付手数料
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土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
は
資
源
循
環
型
社
会
実
現
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

　

ご
み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
繰
り
返
し
使
う
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
３
Ｒ
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）は
、
３
つ
の
行
動

▽Reduce

・
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
発
生
・

資
源
の
消
費
を
元
か
ら
減
ら
す
）　

マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
で
レ
ジ
袋
や
包
装
箱
を
も
ら
わ
な

い
。
長
く
使
え
る
製
品
を
買
い
大
切
に
使
う
。

食
べ
物
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ
を
し
な
い

で
、
食
べ
残
し
（
食
品
ロ
ス
）
を
な
く
す
。

▽Reuse

・
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）　

ビ
ー
ル
び
ん
等
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
製
品

を
買
う
。
リ
ユ
ー
ス
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
シ
ョ

ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
。

▽Recycle

・
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
）　

ご
み
を
正
し
く
分
別
し
、

資
源
物
は
資
源
回
収
運
動
に
出
す
。
再
生
品

や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

▼Reduce

が
一
番
効
果
あ
り

　

ご
み
減
量
に
最
も
有
効
な
の
はReduce

で
す
。
ご
み
に
し
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う

▽
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
「
資
源
ご
み
」

は
汚
れ
を
取
っ
て
再
生
推
進　

▽「
び
ん
」

は
緑
袋
に
入
れ
て
資
源
化
促
進　

▽「
雑
が

み
」
は
資
源
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

▽「
生
ご
み
」
は
水
切
り
し
て
軽
量
化

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

10
月
は
不
法
投
棄
及
び
海
岸

漂
着
ご
み
削
減
強
化
月
間

　

不
法
投
棄
防
止
及
び
漂
着
ご
み
の
削
減
を

図
る
た
め
、
監
視
活
動
や
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
守
る
た

め
、
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

10
月
15
日
～
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間 

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
５
７

10
月
11
日
～
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に

▼
子
供
を
守
ろ
う「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〟な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〟ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〟お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〟ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〟ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

鉄
道
の
事
件
・
事
故
を 

な
く
し
ま
し
ょ
う

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
い
て
遊
ば
な
い　

▽

感
電
（
２
万
ボ
ル
ト
）
に
注
意　

▽
降
り
て

い
る
遮
断
機
を
く
ぐ
ら
な
い　

▽
踏
切
の
ボ

タ
ン
に
い
た
ず
ら
を
し
な
い

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

11
月
１
日
～
10
日
は 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
の
外
出
時
は
、
明
る
い
服
装
で

暗
闇
で
も
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
早
め
に
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
思
い
や

り
運
転
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す

■日
10
月
13
日
○日
午
前
8
時
～
正
午　

■場
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
９
９　

■他
見
学
を
希
望
す
る

方
は
10
月
４
日
○金
ま
で
同
課
へ
申
込
み

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
次
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

■内「
遊

具
」の
整
備
（
行
沢
自
治
会
）　

■問
朝
日
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
53
‐
２
１
１
３
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10月から保育料の無償化が始まります
子育て支援

■問本所子育て推進課☎内線180

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

☆認定こども園、幼稚園、保育園等への入園手続きの詳細は本紙12・13ページをご覧ください

１号・２号認定共通
副食費（おかず・おやつ代等）の負担

　 ▽ �１号認定利用（満3歳～５歳児）と２号認定利用の３歳児～５歳児クラスの副食費は、各園で
設定した金額を各園に支払います

　　※�２号認定利用の場合は、これまで保育料に含めて負担いただいてきましたが、10月からは保
育料に含まれなくなるため、無償化の対象外です。

　 ▽ �０歳児～２歳児クラスの主食費と副食費は、これまでどおり保育料に含まれ、変更はありません
副食費の免除
　 ▽ �年収360万円未満相当の世帯の子供や多子世帯の子供等については、副食費が免除されます

▽ �満３歳～５歳児の保育料が無償になります

教育時間利用の方（１号認定）

預かり保育

▽ �３歳児～５歳児の預かり保育の月額利用料が450円に利用日数を乗じた額まで無償になります。ただし、
月額1万1,300円が上限です。
　※�満 3歳を迎えてから最初の３月31日までの預かり保育の利用料は、市民税非課税世帯のみが無償化
の対象になります。

▽ �利用料が無償になるのは両親が仕事等で保育を必要とする場合で、「保育の必要性」の認定申請が必要
です

認定こども園（幼稚園部分）、幼稚園

保育時間利用の方（２号・３号認定）

▽３歳児～５歳児クラスの保育料が無償になります

▽０歳児～２歳児クラスは市民税非課税世帯の場合に無償になります
※�０歳児～２歳児クラスに弟や妹がいて、保育料が半額または無償になっている場合、10月以降もその
金額に変更はありません。

認定こども園（保育園部分）、保育園、地域型保育

▽ �幼稚園、保育所、認定こども園、地域型保育施設に入所していない子供の利用について、年齢に応じ以
下の金額の範囲内で無償化の対象となります
　　３歳～５歳児…月額３万7,000円
　　０歳～２歳児の市民税非課税世帯…月額４万2,000円

▽ �保育料・利用料が無償になるのは両親が仕事等で保育を必要とする場合で、「保育の必要性」の認定申
請が必要です

▽ �保育料とは別に各施設で徴収している費用（給食費、通園送迎費等）は、無償化の対象外です

▽ �月額の範囲内で、複数のサービスを併用することができます
　　例：病児保育＋一時預かり、認可外保育施設＋病児保育
☆無償化の対象となる施設は市HPをご覧ください

認可外保育施設、一時預かり、病児保育、ファミリー・サポート・センター
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入園児募集

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■問各園、本所子育て推進課☎内線148または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎23‐5646
◎南部（陽光町に移転予定） ３か月 7：30～19：00 140人（☆） ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺[本園・分園]（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 60人（☆） ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：15～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：00 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：15～18：15 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 70人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） ６か月 7：30～18：30 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：30～18：30 70人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：30～18：30 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
◎福栄（木野俣） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎47‐2883
★ニチイキッズつるおか駅前保育園（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（千石町） ３か月 7：30～18：30 9人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

　予定の児童も受け付けます）
▷申請書の配布…10月1日○火 から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷申請書の受付…10月１日○火 ～31日○木
　に上記配布場所で受け付けます（で
　きるだけ第１希望の園へお申し込み　
　ください）
▷ 提出書類…認定申請書（入園申込書

を兼ねる）、就労証明書、保育料納
付誓約書、口座振替依頼書等

▷ 入園の決定…来年１月下旬に郵送で
通知予定です
※�年度途中の入園希望も､ 受付期間内
にお申し込みください｡ 期間外の申
込みには対応できない場合がありま
す｡

※ 新規受入可能人数以上の申込みがあ　
った場合は、面接等で調整します。　
対象者には郵送で通知します。

※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の３施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで
■１号・２号・３号認定共通
▷ 保育料は保護者の今年度の市民税額

に応じて決まります。ただし、１号
認定利用者と、３歳児～５歳児クラ
スの２号認定利用者の保育料は無償
となります

▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります
▷入園手続き等の詳細は、申込書と同
　時に配布する「入園のてびき」を参
　考にしてください

♠＝認定こども園（幼保連携型） 　♦＝認定こども園（幼稚園型）
♥＝認定こども園（保育所型）  　♣＝幼稚園  　◎＝保育所  　★＝地域型保育
※表中に（☆）がある箇所は、記載の内容に変更予定です。
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来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

表１【１号認定の方が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 85人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ３歳児 8：30～14：00 15人 ☎28‐3331

〈♠予定〉ちわら菜の花[仮称・新設］（茅原） 満３歳 9：30～13：30 15人 ☎22‐5841（道形保育園）
〈♠予定〉大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 60人 ☎22‐1883
〈♠予定〉ちとせはぐくみ[仮称]（稲生一丁目） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐0742
〈♠予定〉三瀬[仮称]（三瀬） 満３歳 8：00～14：00 10人 ☎73‐3500
♦若葉（若葉町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658
♦マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 90人 ☎22‐5831
♦和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 35人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満３歳 9：00～14：00 15人 ☎64‐0245
♣みどり（大塚町） 満３歳 8：00～14：00 210人 ☎23‐2350

表２【２号・３号認定の方が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 57人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 90人 ☎28‐3331

〈♠予定〉ちわら菜の花[仮称・新設］（茅原） ２か月 7：20～19：00 60人 ☎22‐5841（道形保育園）
〈♠予定〉大宝（大宝寺町） ６か月 7：30～18：30 75人 ☎22‐1883
〈♠予定〉ちとせはぐくみ[仮称]（稲生一丁目） ５か月 7：30～19：00 60人 ☎22‐0742
〈♠予定〉三瀬[仮称]（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
♦若葉（若葉町） １歳児 7：30～18：30 22人 ☎22‐2237
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658
♦マリア（馬場町） 満３歳 7：30～19：00 50人 ☎22‐5831
♦和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 10人 ☎22‐8835

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための教育・保育給付認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、
施設等（認定こども園、幼稚園、保育
所、地域型保育）を利用する場合、教
育・保育給付認定を受ける必要があり
ます。認定には、子供の年齢や利用希
望等によって、３つの区分（１号認定

〈満３歳以上・教育標準時間認定〉、２
号認定〈満３歳以上・保育認定〉、３
号認定〈満３歳未満・保育認定〉）が
あり、区分に応じて利用できる施設が
決まります。
■１号認定での利用の場合
▷ 対象…本市に住民登録があり、教育

利用を希望する児童（本市へ転入予　
定の児童も受け付けます）

▷ 提出書類…認定申請書（入園申込書
を兼ねる）   　

▷ 手続きの流れ…①10月1日○火 から各
園（表１）に直接利用希望の申込み
を行い、入園の内定を受けます（市
への認定申請は、各園を通じて行
われます）  ②来年 1 月下旬に、市
から認定書が交付されます（各園
から入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要
　とする児童（出生予定、本市へ転入

　～教育・保育給付認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼
▼
▼
▼
▼

▼ ▼

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

▼ ▼

直接、施設に利用申込みをする。
施設を通じて、

市に認定申請を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用
表１の施設 表２の施設 表２の施設
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

日本四大舞楽の一つで河北町に伝わる国指定重
要無形民俗文化財・林家舞楽。能舞台で勇壮な舞
が奉納上演され、伝承してきた谷地八幡宮の林

9 . 1
宮司が1,200年にわたる歴史と現在について講
演しました。参加者が伝統文化を後世に伝える
大切さを改めて考える貴重な機会となりました。

櫛引 黒川能保存伝承研究会

＜黒川能の里王祇会館、春日神社＞

市内外 じろで庄内2019

＜月山高原牧場、加茂沿岸、由良ふれあい広場、農家レストランきらりほか＞

イタリア語で「一周」を意味する「ジロ」。自
然と豊かな食文化に触れる庄内一周のサイクリ
ングイベントが初開催されました。最長210㎞

9 . 8
の３コースに、全国から約560人が参加。各地点
に設けられたエイドステーションで庄内の味覚
に舌鼓を打ちながら、ゴールまで疾走しました。
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鶴岡 ゴミ拾いはスポーツだ　サンセット・サンライズ由良大会

従来のごみ拾いにスポーツの要素を加え
たスポＧＯＭＩ。参加者はごみを分別し
ながら拾い、量と質で得点を競いました。

9 . 7
  ・8

　　　　　　　　　　　　＜由良海岸＞

温海 山の活動体験事業「サラリーマン林太郎」

森林に入る機会のない林家や、森林に興
味のある方を対象に行われている同事業。
今回は伐倒体験等を行いました。

8 . 24

                                        ＜槙代地内＞

藤島 長沼・八栄島地区地域公共交通ワークショップ

地域の実情に沿った新たな地域公共交通
導入に向け、地域住民と大東文化大学の
学生が交通実態について話し合いました。

9 . 11
  ・12

　　　　　　　　＜長沼・八栄島地区地域活動センター＞

羽黒 ベジパレット とうもろこし畑巨大迷路

期間中は家族連れや遠足の子供たちで大
にぎわい。行ったり来たり迷いながらも
楽しそうにゴールを目指していました。

7. 20
～

9 . １

　　　　　　　　　　　　＜月山高原活性化センター隣＞

国内外で幅広く活動する「セレノグラフィカ」の
２人を講師に招き、ダンスの楽しさを体験する
プログラム。荘銀タクト鶴岡で行われたワーク

9 . 5
  ～7

ショップでは、参加者同士がダンスを通じコミ
ュニケーションを図りました。また、市内の３つ
の小学校にも出張し、子供たちと交流しました。

市内 ダンスワークショップ「タクトでふわっとダンス」

＜荘銀タクト鶴岡、広瀬小、渡前小、櫛引西小＞
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学
、
し
ゃ
き
っ
と
野
菜
で
芋
煮
会
等　

■費
中

学
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

４
歳
以
上
…

５
０
０
円　

■申
10
月
７
日
○月
ま
で
同
産
直
☎

29
‐
９
９
６
３
へ

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

鶴
岡
市
秋
季
囲
碁
大
会

■日
10
月
13
日
○日
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■対
A
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

B
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下　

■問
同
支
部

由
良
港
大
漁
祭

■日
10
月
13
日
○日
午
前
10
時
30
分
（
売
切
れ
次

第
終
了
）　

■内
由
良
港
に
水
揚
げ
し
た
ば
か

り
の
鮮
魚
等
販
売
、
山
形
県
漁
業
監
視
調
査

船
「
月
峯
」
乗
船
体
験
（
午
前
10
時
30
分
・

11
時
15
分
、正
午〈
予
定
〉。
各
先
着
15
人〈
受

付
は
午
前
９
時
か
ら
〉）　

■場
・
■問
山
形
県
漁

協
由
良
総
括
支
所
☎
73
‐
３
０
１
１　

■他
し

け
の
場
合
は
中
止

コ
ー
ラ
ス
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
女
声

合
唱
サ
ー
ク
ル　

コ
ン
サ
ー
ト

■日
10
月
13
日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
銀
本
店
ホ

ー
ル　い

で
は
文
化
記
念
館 　
　
　
　

企
画
展
記
念
講
演
会

■日
10
月
13
日
○日
午
後
１
時
30
分
（
午
前
９
時

～
午
後
１
時
に
同
館
で
受
付
）　

■場
羽
黒
山

正
善
院
本
堂　

■定
70
人　

■内
講
演
「
羽
黒
山

伏
と
学
ぶ
・
江
戸
庶
民
の
ア
イ
ド
ル
！
於
竹

■日
10
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■内
ザ
リ
ガ
ニ
の
は
さ
み
ス

ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
、
木
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
乗
車
体
験
、
飲

食
・
ク
ラ
フ
ト
出
店
等

■場
・
■問
自
然
学
習
交
流
館

ほ
と
り
あ
☎
33
‐
８
６
９
３

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ　

２
０
１
９
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
10
月
12
日
○土
～
14
日
○月
午
後
６
時
～
８
時　

■場
・
■内
大
宝
館
、
羽
黒
山
五
重
塔
を
ピ
ン
ク

色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■問
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
Ｔ

ｓ
ｕ
ｒ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ

い
で
は
文
化
記
念
館　
　
　

羽
黒
山
歴
史
探
訪　

■日
10
月
13
日
○日
午
前
８
時
45
分
～
正
午
（
手

向
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
20

人　

■内「
天
宥
別
当
の
道
を
た
ど
る
～
玉
川

寺
・
赤
坂
薬
師
・
黄
金
堂
～
」　

■師
長
南
弘

道
氏
（
羽
黒
山
正
善
院
副
住
職
）　

■費
２
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
10
月
11
日
○金

ま
で
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ　

■他
参
加
者

は
同
日
開
催
の｢

於
竹
大
日
如
来
を
知
る
講

座｣

に
無
料
で
参
加
可

鶴
岡
の
豊
か
な
食
材
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か 

食
育
地
産
地
消
・
農
場
見
学
会

■日
10
月
13
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
産

直
し
ゃ
き
っ
と
集
合
）　

■定
20
人　

■内
生
産

農
家
の
ほ
場
見
学
・
収
穫
体
験
・
加
工
場
見

今
コ
コ
に
咲
く
！ 

「
つ
る
お
か　

ひ
ょ
う
げ
ん
の
花
」
展

■日
10
月
3
日
○木
～
14
日
○月
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■内
市
内
の
障
害
が
あ
る
人
の
作
品
展
示
等

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７

２
０
１
９
つ
る
お
か
お
菓
子
フ
ェ
ス

■日
10
月
５
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■内
お
菓
子
即
売
、

お
菓
子
作
り
体
験
、
抽
せ
ん
会
等　

■問
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所
鶴
岡
支
部

裁
判
所
見
学
会

■日
10
月
10
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内
刑
事
裁
判
傍
聴
（
実
施
し
な
い
場
合

あ
り
）、裁
判
手
続
説
明
、施
設
見
学　

■場
・

■申
同
支
部
☎
23
‐
６
６
６
６

ベ
ッ
ダ　

シ
チ
リ
ア　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
に
教
わ
る　
　
　

産
直
野
菜
を
使
っ
た
本
格
イ
タ
リ
ア
ン

■日
10
月
11
日
○金
午
前
11
時　

■定
12
人　

■費
４
、

０
０
０
円　

■場
・
■申
10
月
１
日
○火
か
ら
ふ
じ

し
ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64
‐
３
０
９
３
へ

来
館
20
万
人
突
破
記
念
事
業　

里
山
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
９

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
」

で
す
。

催
し

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

第
三
期
常
設
展
示「
色
と
真
理
」

■日
10
月
3
日
○木
～
12
月
27
日
○金
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の

展
示　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

出
会
う
、
つ
な
が
る 

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ
あ
き

■日
10
月
６
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品

・
雑
貨
等
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
く

し
び
き
こ
し
ゃ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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大
学
院　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

大
学

生
以
下
…
５
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

市
内
書
店
等　
　

摩
耶
山
秋
の
登
山
会

■日
10
月
20
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
ま
や
の
や

か
た
〈
越
沢
地
区
〉
集
合
）　

■問
あ
つ
み
観

光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
先
着
１
０
０

人
に
キ
ノ
コ
汁
の
振
る
舞
い
あ
り
。
摩
耶
山

山
岳
愛
好
会
入
会
者
（
年
会
費
１
、
０
０
０

円
）
募
集
中

月
山
ワ
イ
ン
新
酒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
20
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■内

月
山
ワ
イ
ン
利
き
酒
大
会
、
秋
の
味
覚
市

■費
３
、
０
０
０
円
（
キ
ノ
コ
付
き
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
セ
ッ
ト
、
ヌ
ー
ボ
ー
〈
白
〉・
山
ぶ
ど

う
果
汁
飲
み
放
題
）　

■場
・
■申
10
月
15
日
○火

ま
で
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１

へ　

■他
当
日
は
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
販
売

天
皇
陛
下
御
即
位
庄
内
奉
祝

委
員
会　

祝
賀
式
典

■日
10
月
22
日
○火
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■定
先
着
１
２
０
人　

■申
10
月
10
日
○木

ま
で
荘
内
神
社
内
同
委
員
会
事
務
局
☎
22
‐

８
１
０
０
へ

つ
る
お
か
文
化
財
探
訪　
　

～
市
街
地
編
～　

■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■場

致
道
博
物
館
、
光
明
寺
、
山
王
日
枝
神
社
、

大
日
如
来
を
知
る
講
座
」　

■師
宝
井
琴
桜
氏

（
講
談
師
）、
長
南
慈
惠
氏
（
同
院
住
職
）

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
10
月
11
日
○金
ま
で
同

館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

複
数
の
企
業
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面
談 

「
ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス
庄
内
２
０
１
９
」

■日
10
月
16
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■対
求
職
者
（
令
和
２
年

３
月
新
規
学
校
等
卒
業
予
定
者
を
除
く
）

■問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
☎
25
‐
２
５
０
１

新
そ
ば
食
べ
放
題
付
き 

彩
り
の
六
十
里
越
街
道
を
歩
く

■日
10
月
19
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田

麦
俣
→
湯
殿
山
参
籠
所　

■定
先
着
25
人　

■費

３
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
同
館
☎
53

‐
３
４
１
１

や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

■日
10
月
19
日
○土
・
20
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
20
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

■場
イ
オ

ン
モ
ー
ル
天
童　

■内
品
評
会
、花
育
教
室（
事

前
予
約
制　

■対
小
学
生
）、
出
品
物
販
売
等

■問
山
形
県
園
芸
農
業
推
進
課
☎
０
２
３
‐
６

３
０
‐
２
２
８
２
ま
た
は
村
山
総
合
支
庁
園

芸
農
業
振
興
課
☎
０
２
３
‐
６
２
１
‐
８
３

８
７
へ後

藤
正
治
氏
講
演
会

■日
10
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
公
益
大

理
付
き
新
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
（
１
、

０
０
０
円
）、
そ
ば
打
ち
実
演
、
特
産
品
販
売
、

抽
せ
ん
会　

■場
・
■問
ま
や
の
や
か
た
☎
47
‐

２
４
３
０

▼「
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
」
新
そ
ば
ま
つ

り　

■日
11
月
３
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
新
そ

ば
提
供
（
５
０
０
円
）、
特
産
品
販
売　

■問

Ｊ
Ａ
鶴
岡
田
川
支
店
☎
35
‐
２
０
１
１

温
海
農
林
水
産
ま
つ
り

■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　

■内
温
海

地
域
特
産
品
販
売
、
苗
木
無
料
配
布
、
餅
つ

き
体
験
等　

■問
山
形
県
漁
協
念
珠
関
総
括
支

所
☎
44
‐
２
１
０
０

鼠
ヶ
関
港  

と
れ
た
て
！ 

お
魚
市
「
カ
ニ
ま
つ
り
」

■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り

次
第
終
了
）　

■場
山
形
県

漁
協
念
珠
関
総
括
支
所
市

場　

■問
鼠
ヶ
関
自
治
会
内

「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１

１
２関

川
し
な
織
ま
つ
り

■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
27

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
関
川
し
な

織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
▽
し
な
織
展
示
コ
ー

ナ
ー
…
コ
ー
ス
タ
ー
織
り
体
験
、
糸
づ
く
り

常
念
寺
ほ
か　

■定
先
着
20
人　

■師
本
間
豊
氏

（
鶴
岡
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）　

■費
大
人

…
１
、
９
０
０
円　

高
校
・
大
学
生
…
１
、

５
０
０
円　

■申
10
月
16
日
○水
ま
で
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８
へ

山
形
つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
新
そ
ば
ま
つ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー　

■日
10
月
26
日

○土
～
11
月
17
日
○日　

■内
各

会
場
・
協
賛
店
3
か
所
を

回
る
と
抽
せ
ん
で
賞
品

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５

８
９　

■他
市
HP　

▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り
２
０
１
９　

■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■場
そ
ば
処
大
梵
字　

■内
も
り
そ
ば
（
大
盛
）・

天
ざ
る
・
天
か
け
の
提
供
（
１
、
０
０
０
円
）、

特
産
品
販
売　

■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53

‐
３
４
１
１
ま
た
は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課

☎
内
線
３
４
５
へ

▼
朝
日
そ
ば
街
道
「
新
そ
ば
ウ
ィ
ー
ク
」

■日
10
月
27
日
○日
～
11
月
４
日
○月　

■内
朝
日
地

域
賛
助
会
員
店
を
中
心
に
新
そ
ば
提
供　

■問

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１
１
ま
た

は
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
内
線
３
４
５
へ

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日

10
月
27
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
３
時　

■内
新

そ
ば
提
供
（
５
０
０
円
）、
流
し
そ
ば
、
特

産
品
販
売　

■場
・
■問
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
☎

57
‐
４
４
１
５

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日
11
月
２
日
○土
・

３
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時　

■内
山
菜
料



18

☎
57
‐
２
０
０
８

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会　
　
　

「
星
を
楽
し
む
…
夏
・
秋
・
冬
の
星
座
」

■日
11
月
１
日
○金
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
解
説
、
観
望　

■費
１
０
０
円
（
資
料
は
別

途
１
０
０
円
）　

■持
懐
中
電
灯　

■他
中
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

落
ち
葉
の
六
十
里
越
街
道
を

往
く

■日
11
月
２
日
○土
午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

（
旧
田
麦
俣
分
校
集
合
）　

■場
田
麦
俣
→
細
越

峠
→
湯
殿
山
参
籠
所　

■定
先
着
25
人　

■費
３
、

５
０
０
円
（
里
山
料
理
付
）　

■持
昼
食
等

■申
10
月
26
日
○土
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

山
形
大
学
農
学
部
大
学
祭 

鶴
寿
祭
「
笑
顔
満
載
」

■日
11
月
２
日
○土
・
３
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■場
同
学
部　

■内
ビ
ン
ゴ
大
会
、
野
菜

販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
等　

■問
同

祭
実
行
委
員
会
☎
28
‐
２
９
１
１

や
ま
が
た
百
名
山　
　
　
　
　

藤
倉
山
閉
山
祭
登
山

■日
11
月
３
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
水
無
神
社
〈
三
瀬
地
区
〉
集
合
）

■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

■持
昼
食
等　

■問
藤
倉
山
ブ
ナ
林
保
存
会　

■他

集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
午
前
８
時

10
分
に
三
瀬
駅
集
合

▼
吉
続
舞
踊
学
園
現
代
舞
踊
公
演
　
■日
３
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
　
■日
４
日
○月

午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
５
０

０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展　

■日
15
日
○金
～
17
日

○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
17
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
中
央
公
民
館

▼
劇
団
だ
い
こ
ん
座
公
演
　
■日
16
日
○土
午
後

１
時
30
分
・
６
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
、
高
校

生
…
５
０
０
円

▼
表
現
舎
刻
一
刻
『
新
・
曽
根
崎
心
中
』

■日
23
日
○土
午
後
６
時
30
分
、
24
日
○日
午
後
１

時
30
分　

■場
中
央
公
民
館　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円　

ペ
ア
券
…
２
、
０
０
０
円　

中

学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
…
５
０
０
円

▼
宝
生
流
・
観
世
流
合
同
謡
曲
大
会
　
■日
24

日
○日
午
前
10
時　

■場
第
一
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

▼
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
　

■日
24
日
○日
午
前
10
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

▼
鶴
岡
剣
聖
会
「
剣
と
扇
の
舞
」　
■日
24
日

○日
午
後
１
時　

■場
荘
銀
本
店
ホ
ー
ル

▼
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展
　
■日
28
日
○木
～

12
月
１
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
１
日
は
午
後
５
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
30
日
○土
午
後
７
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

学
生
…
５
０
０

円▼
共
通　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

ん
ぐ
り
植
樹
、
た
め
池
周
辺
の
散
策
等　

■師

菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）　

■費

５
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
10
月
11
日
○金
ま

で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
へ　

■他
荒
天
時
は
屋
内
で
活
動

全
国
一
斉
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
日 

森
と
遊
ぼ
う
！
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
め
こ
収
穫

■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

（
タ
キ
タ
ロ
ウ
館
集
合
）　

■場
大
鳥
地
内　

■定

先
着
20
人　

■費
２
、
３
０
０
円　

■申
山
形
庄

内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
事
務
局（
佐
藤
）

☎
０
２
３
４
‐
24
‐
１
３
８
９

「
鶴
岡
ま
ち
活
」
イ
ベ
ン
ト　
　

「
ピ
ア
ノ
巡
礼
」

■日
10
月
27
日
○日　

■時
・
■場
午
前
11
時
…
羽
黒

芸
術
の
森
（
■費
大
人
…
５
０
０
円　

学
生
…

3
０
０
円
）　

午
後
２
時
…
鶴
岡
ま
ち
な
か

キ
ネ
マ　

５
時
…
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■内
サ
ッ
ク
ス
演
奏
、
ピ
ア
ノ
の
即
興
弾
き
巡

り　

■問
ツ
ル
オ
カ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
11
月
の
予
定
〉

▼
荘
内
書
道
展
覧
会
　
■日
１
日
○金
～
４
日
○月

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム

▼
み
ん
な
の
音
楽
会
「
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱

団
定
期
演
奏
会
」　
■日
２
日
○土
午
後
２
時

■場
中
央
公
民
館　

■費
大
人
…
６
０
０
円　

学

生
…
３
０
０
円

作
業
実
演
、
し
な
織
製
品
の
展
示
販
売
等

▽
地
元
特
産
品
等
飲
食
コ
ー
ナ
ー
…
栃
餅
、

ナ
メ
コ
そ
ば
・
う
ど
ん
等　

▽
実
演
コ
ー
ナ

ー
…
木
工
、
し
な
縄
細
工　

▽
お
楽
し
み
演

芸
…
し
な
織
音
頭
、
鶴
岡
中
央
高
校
天
魄
太

鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等　

■問
関
川
し
な
織
セ
ン

タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２

朗
読
集
団
長
月
の
会　

朗
読
会

■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
２
時　

■場

江
鶴
亭　

■内『
義
経
の
木
ま
じ
な
い
』
等
の

朗
読
、
ハ
ー
プ
演
奏　

■費
５
０
０
円　

出
羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

４
時　

■場
・
■問
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

「
温
海
嶽
閉
山
祭
」 

紅
葉
の
ブ
ナ
森
登
山
会

■日
10
月
27
日
○日
午
前
７
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分（
熊
野
神
社〈
あ
つ
み
温
泉
地
内
〉集
合
）　

■定
先
着
50
人　

■費
１
、
５
０
０
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
18
日
○金

ま
で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ　

■他
下
山
後
、
ナ
メ
コ
汁
振
る
舞
い
・
温
泉
入

浴
あ
り　熊

野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
１
時
（
上

郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■内
ど
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ィ
ア
☎
０
２
３
４
‐
43
‐
６
９
４
１

山
の
ご
っ
つ
ぉ
ま
つ
り

■日
11
月
10
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■内
ご
っ
つ
ぉ
１
皿
１
０
０
円
の
バ
イ
キ
ン
グ　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５

５
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　
　

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」　

■日
11
月
17
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■内

天
そ
ば
・
ざ
る
そ
ば
・
山
菜
ナ
メ
コ
そ
ば
セ

ッ
ト
を
提
供　

■費
各
１
、
０
０
０
円　

■場
・

■問
同
産
直
☎
58
‐
１
４
５
５

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

庄
内
南
部
・
北
部
が
ん
検
診 

受
診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
10
月
５
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川　

■内
体
脂
肪
量
・
血
圧

測
定
、
が
ん
検
診
・
が
ん
予
防
に
関
す
る
ク

イ
ズ
と
展
示
、
健
康
相
談　

■問
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
９

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
10
月
５
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
10

月
21
日
○月
、
11
月
11
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

10
月
、
11
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
・
７
時　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

10
月
10
日
○木
、
11
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■日
10
月
16
日
○水
午
後
２
時
30
分
、

11
月
20
日
○水
午
後
７
時　

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室　

短
期
教
室

■日
10
月
５
日
・
26
日
、
11
月
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
の
土
曜
日
午
後
７
時
（
全
6
回
）　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
小
学
３
年
生

以
上
先
着
20
人　

■費
中
学
生
以
上
…
５
、
０

０
０
円　

小
学
生
…
３
、
０
０
０
円　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

ス
パ
ー
ル
開
設
20
周
年　
　

無
料
開
放

■日
10
月
６
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■内

無
料
開
放
、
各
種
イ
ベ
ン
ト　

■場
・
■問
県
民

の
海
・
プ
ー
ル
ス
パ
ー
ル
☎
68
‐
５
１
２
１

■他
HPフ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
10
月
18
日
○金
、
11
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、

12
月
4
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐

２
１
４
３

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

■日
10
月
７
日
・
21
日
・
28
日
、
11
月
11
日
・

藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
１
３

■他
11
月
３
日
は
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
de
な
い
と
２

０
１
９
」
開
催
。
市
HP

映
画
「
い
た
だ
き
ま
す　

み
そ
を

つ
く
る
子
ど
も
た
ち
」
上
映
会

■日
①
11
月
９
日
○土　

②
17
日
○日　

■時
午
前
11

時
～
午
後
１
時　

■内
①
み
そ
汁
と
お
に
ぎ
り

の
振
舞
い　

②
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
発
酵
ス

イ
ー
ツ
の
試
食　

①
②
映
画
上
映　

■場
鶴
岡

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ　

■定
各
日
先
着
１
５
０
人　

■費
１
、
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

■申
①
11
月
２
日
○土
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡
☎
33
‐
８

１
７
９
へ　

②
11
月
10
日
○日
ま
で
い
で
は
堂

☎
24
‐
8
３
８
７
へ　

コ
ロ
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９　

in
鶴
岡

▼
街
角
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
11
月
９
日
○土　

■時

・
■場
午
後
１
時
30
分
…
鶴
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会　

３
時
30
分
…
エ
ス
モ
ー
ル
、
致
道
館

▼
メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
11
月
10
日
○日
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分　

■場
荘
銀
タ
ク
ト

鶴
岡　

■内
全
国
か
ら
集
ま
る
合
唱
団
の
コ
ン

サ
ー
ト　

■費
１
、
０
０
０
円　

■
入
場
券
販

売　

10
月
４
日
○金
か
ら
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
、

八
文
字
屋
鶴
岡
店
、
社
会
教
育
課
で
販
売

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
７

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　
　
　

in
庄
内

■日
11
月
10
日
○日
午
前
10
時　

■場
遊
佐
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

■内
庄
内
在
住
外
国
出
身
者

の
発
表　

■問
遊
佐
町
日
本
語
講
座
ボ
ラ
ン
テ

中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
公
開

■日
11
月
３
日
○日
・
９
日
○土
・
17
日
○日　

■時
・

■内
午
前
10
時
・
11
時
30
分
…
『
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
星
の
色
と
空
の
色
』　

午
後

２
時
…
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
赤
い
星
ベ
テ
ル

ギ
ウ
ス
い
の
ち
の
輝
き
』　

■定
各
回
先
着
78

人　

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

高
校
生
以

上
…
２
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
１
０

５
０春

夏
習
陶
特
別
講
座　
　
　
　

松
岡
窯
陶
芸
教
室

▼
お
正
月
飾
り
植
木
鉢
で
ミ
ニ
盆
栽　

■日
・

■内
11
月
３
日
○日
…
植
木
鉢
作
陶　

12
月
15
日

○日
…
植
木
鉢
に
松
を
植
え
込
み
正
月
飾
り
を

制
作　

■費
２
、
７
０
０
円

▼
凧
つ
く
り
空
高
く
あ
が
れ
!!　

■日
11
月
17

日
○日　

■内
凧
制
作　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申

11
月
３
日
○日
ま
で　

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
30
分　

■申
同
教
室
☎

62
‐
４
８
２
４

藤
島
歴
史
公
園
「
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
」　　
　
　
　

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
９

　

庄
内
一
の
規
模
を
誇

る
15
万
球
の
幻
想
的
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

■日
11
月
３
日
○日
～
来
年

１
月
13
日
○月
午
後
４
時

30
分
～
９
時
30
分　

■問



20

18
日
・
25
日
の
月
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■師

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

■費
１
、
２
０
０

円
（
月
払
い
）、
５
０
０
円
（
一
回
払
い
）

■場
・
■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
あ
さ
ひ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２　

■他
10

月
21
日
以
降
の
回
へ
途
中
参
加
可

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の
交
流
・
相
談 

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
10
月
10
日
○木
、
11
月
７
日
○木
午
前
10
時

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■費
１
０
０
円　

■申
各
日
2
日
前
ま
で
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

■日
10
月
21
日
・
28
日
、
11
月
11
日
・
18
日
の

月
曜
日
午
後
７
時
、
10
月
24
日･

31
日
、
11

月
７
日
・
14
日
の
木
曜
日
午
前
10
時　

■場
藤

島
体
育
館　

■費
会
費
２
、
４
０
０
円　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３

荘
内
病
院
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
の
催
し

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」　

■時
午
前
10
時　

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家

族　

■内「
地
震
発
生
時
の
備
え
～
そ
の
時
、

ス
ト
ー
マ
保
持
者
が
と
る
べ
き
行
動
～
」
梅

本
貴
子
（
同
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師
）

▼
が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の
「
ほ
っ
と
広

場
」　

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
が
ん
患
者
と

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

そ
の
家
族　

■内
運
動
の
話
（
■師
小
林
拓
〈
同

院
理
学
療
法
士
〉）、
茶
話
会

▼
共
通　

■日
10
月
19
日
○土　

■場
同
院　

■申
同

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０　

■他
同
院
を
受
診
し

て
い
な
い
方
も
参
加
可

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
南
庄
内
の
水
が
め　

紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山

湖
へ　

■日
10
月
26
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市

役
所
本
所
集
合
。
全
員
バ
ス
利
用
）　

■場
田

麦
俣
→
一
枚
畑
林
道
→
弘
法
物
見
橋
→
月
山

ダ
ム
管
理
所
（
約
７
㎞
）　

■定
60
人　

■費
１
、

０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
７
０
０
円
）

■持
お
わ
ん
、
箸
、
コ
ッ
プ
、
軽
食
等　

■申
10

月
15
日
○火
～
21
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

市
HPご

声
援
く
だ
さ
い
！ 

鶴
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

■日
10
月
27
日
○日　

■
中
継
所
・
通
過
予
定
時

刻　

宝
田
体
育
館
（
ス
タ
ー
ト
午
前
８
時
）

→
栄
（
８
時
12
分
）
→
京
田
（
８
時
25
分
）

→
大
山
（
８
時
39
分
）
→
西
郷
（
８
時
56
分
）

→
湯
野
浜（
９
時
６
分
）→
加
茂（
９
時
20
分
）

→
由
良
（
９
時
42
分
）

→
三
瀬
（
９
時
56
分
）

→
上
郷
（
10
時
20
分
）

→
田
川
（
10
時
31
分
）

→
湯
田
川
（
10
時
41

分
）
→
大
泉
（
10
時

52
分
）→
黄
金
（
11

時
10
分
）→
斎
（
11
時
27
分
）→
小
真
木
原
公

園（
ゴ
ー
ル
11
時
45
分
）　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
コ
ー
ス
内
に
入
っ
て

の
車
両
応
援
、
コ
ー
ス
上
へ
の
駐
車
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

手
話
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
全
５
回
）

■日
11
月
２
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月
７
日
・

21
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
手
話
を
学
び
聾ろ

う

者
と
会
話
を
し
た

い
方
、
手
話
通
訳
に
興
味
が
あ
る
方
等
先
着

10
人　

■申
10
月
25
日
○金
ま
で
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７

９
４
へス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■日
11
月
３
日
○日
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
学
生
以
上
40
人　

■申
10
月
27
日
○日
ま
で

鶴
岡
山
岳
会

弓
道
体
験
教
室

■日
11
月
５
日
～
29
日
の
毎
週
火
曜
・
金
曜
日

午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■費
３
、
０
０

０
円　

■問
鶴
岡
弓
友
会
事
務
局

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

絶
景
の
紅
葉
パ
ノ
ラ
マ
弥
彦
山
ハ
イ
キ
ン
グ

■日
11
月
９
日
○土
午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

■場
弥
彦
神
社
→
弥
彦
山
→
弥
彦
公
園　

■定
先

着
20
人　

■費
８
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

■申
10
月
28
日
○月
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１

３
１
へ褥

瘡（
床
ず
れ
）市
民
公
開
講
座

■日
11
月
９
日
○土
午
後
１
時
　
■場
荘
内
病
院

■定
50
人　

■内
褥じ

ょ
く
そ
う瘡

の
基
礎
知
識
と
予
防
・
介

護
に
役
立
つ
体
験
セ
ミ
ナ
ー　

■申
10
月
31
日

○木
ま
で
同
院
医
事
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線

６
１
２
１
へ

ひ
き
こ
も
り
支
援　
　
　
　

家
族
研
修
会

■日
11
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分
　
■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
を
抱
え
る
家
族　

■内
講
演
「
親
の
歩
み
と
子
ど
も
の
変
化
」
伊

藤
正
俊
氏（
か
ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
代
表
理

事
）、
体
験
発
表
「
親
と
子
ど
も
の
世
界
観
」

鹿
間
健
史
氏
、
座
談
会　

■申
11
月
１
日
○金
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
６
４
へ

合
気
道
無
料
体
験
講
習
会

■日
11
月
12
日
○火
・
26
日
○火
午
後
７
時　

■場
朝

暘
武
道
館　

■対
小
学
生
以
上　

■申
合
気
道
鶴

岡
道
場鶴

岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
17
日
○日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■師
和
田
左
千
子
氏　

■費
大
人
…

５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円　

■申
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月
６
日
○日
、
11
月
16
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
10
月
17
日

○木　

②
11
月
14
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■対
未

就
園
児
（
①
平
成
31
年
４
月
～
令
和
元
年
６

月
生
ま
れ　

②
令
和
元
年
５
月
～
７
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上

野
和
佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〉）　

②
触
れ
合
い

遊
び　

①
②
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
①
10
月
11
日
○金
ま
で　

②
10
月
18
日

○金
～
11
月
11
日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
10
月
21
日
○月　

②
11
月
19
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
未
就
園

児
（
①
平
成
30
年
10
月
～
31
年
３
月
生
ま

れ　

②
30
年
11
月
～
31
年
４
月
生
ま
れ
）
と

そ
の
保
護
者　

■内
①
３
B
体
操
（
■師
五
十
嵐

き
み
子
氏
〈
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導

者
〉）　

②
お
も
ち
ゃ
作
り　

①
②
触
れ
合
い

遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
10
月
16
日
○水

ま
で　

②
10
月
22
日
○火
～
11
月
14
日
○木

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会

員
交
流
会　

■日
11
月
７
日
○木
午
前
10
時　

■対

同
会
員
、
子
育
て
支
援
に
興
味
が
あ
る
方

■内「
み
ん
な
で
音
楽
を
楽
し
も
う
」田
中
宏
氏

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
11
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
先

着
２
人　

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親

11
月
13
日
○水
ま
で
鶴
岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

楽
し
い
毎
日
は
健
康
な
歯
か
ら　
　
　
　
　
　

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　

■対
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
19
年
３
月
31
日
に

生
ま
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方
（
平
成
30
年
10
月
１
日
～
31
年

３
月
31
日
に
歯
科
受
診
歴
が
あ
る
方
を
除

く
）　
■問
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
☎
０
２
３
７
‐
84
‐
７
１
０
０

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
会
員
募
集

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
幼
児
（
３
歳
以
上
）、

学
童
、
成
人　

■費
年
会
費
…
２
、
２
０
０
円　

月
会
費
…
４
、
９
５
０
円　

■申
同
協
会
☎
22

‐
０
０
７
４　

■他
無
料
体
験
可
。
HP

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
を
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体　

■問
鶴
岡
市

体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
10

■対
小
学
生
３
人
以
上
と
大
人
１
人
の
チ
ー
ム

■申
10
月
４
日
○金
ま
で

▼
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

■時
午
前
11
時
・
午
後
１
時

▼
共
通　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
大
会
も
開

催
。
市
HP

親
子
で
楽
し
む　
　
　
　
　

「
や
ま
の
こ
オ
ー
プ
ン
デ
イ
」　　
　
　
　
　

■日
10
月
13
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時

■内
展
覧
会
、
マ
ル
シ
ェ
、
園
紹
介
ツ
ア
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等　

■場
・
■問
や
ま
の
こ

保
育
園
☎
26
‐
０
７
０
０　

■申
HP

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
パ
パ
ポ
ピ
ン
ズ
②
食
育
「
パ
パ
（
家
族
）

と
一
緒
に
す
い
と
ん
鍋
を
作
ろ
う
！
食
べ
よ

う
！
」　
■日
10
月
14
日
○月
午
前
10
時　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
家
族　

■費
小
学
生
以
上
１
０
０

円▼
乳
幼
児
行
事「
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
」　

■日
10
月
18
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者　

■内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
パ
ー
テ
ィ　
　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

親
子
で
保
育
園
体
験
「
保
育

園
で
遊
ぼ
う
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

■日
10
月
18
日
○金
午
前
10
時　

■
実
施
園　

か

た
ば
み
保
育
園
（
☎
22
‐
０
６
８
６
）、
西

部
保
育
園
（
☎
23
‐
５
６
４
６
）、
南
部
保

育
園
（
☎
22
‐
０
５
２
７
）　

■対
各
園
未
就

園
の
０
歳
児
（
平
成
30
年
４
月
～
31
年
４
月

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■持
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル
２
枚
、
お
く

る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル

可
）
等　

■申
健
康
課

☎
内
線
３
７
４

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座 　
　
　
　
　

「
見
て
も
聞
い
て
も
お
も
し
ろ
い
‼
鳴
く
虫
の
世
界
」

■日
10
月
６
日
○日
午
後
４
時　

■師
高
嶋
清
明
氏

（
昆
虫
写
真
家
）　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25

‐
２
５
２
５

子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
１
９

■日
10
月
13
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

小
真
木
原
公
園

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

■内
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
渡
邉
一
樹
氏
〈
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
第
６

位
〉）、
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
宣
言

▼
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う　

■時
午
前

９
時
45
分　

■内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

（
９
種
目
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ニ
ア

ピ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル　

▼
親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
！
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム　

■時
午
前
９

時
45
分　

■対
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者
先
着
50
組　

■申
10
月
７
日
○月
ま
で

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場　

■時
・
■内
午
前
９
時

45
分
…
幼
児
遊
具
広
場
（
巨
大
遊
具
で
遊
ぼ

う
）　

午
前
11
時
30
分
・
午
後
１
時
30
分
…

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
挑
戦
し
よ

う
！
ボ
ッ
チ
ャ
大
会　

■時
午
前
９
時
45
分
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際
村　

■定
１
５
０
人　

■内「″
ボ
ク
・
ア
タ
シ

っ
て
す
ご
い
〟と
思
え
る
子
を
育
て
る
～
親

子
で
自
己
肯
定
感
を
は
ぐ
く
む
か
か
わ
り

～
」
岩
倉
政
城
氏（
尚
絅
学
院
大
学
名
誉
教

授
）　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
４　

■他
託
児

あ
り
（
■申
10
月
15
日
○火
か
ら
受
付
開
始
）

図
書
館
本
館 　
　
　
　
　

こ
ど
も
お
は
な
し
会

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
４
時
、
毎
週
土
曜
日
午

後
３
時
、
毎
月
第
２
日
曜
日
・
第
４
水
曜
日

午
前
11
時
（
乳
幼
児
向
け
）　

■対
幼
児
～
小

学
生
、
親
子　

■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
、
昔
話
、
手
遊
び
等　

■場
・
■問
同
館
☎

25
‐
２
５
２
５

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼「
出
羽
国
庄
内
藩
主
酒
井
家
名
宝
」展
関
連

イ
ベ
ン
ト　

▽
記
念
講
演
会
「『
松
平
家
忠
日
記
』
に
み

る
酒
井
忠
次
」　

■日
10
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■師
久
保
田
昌
希
氏（
駒
澤
大
学
文
学
部
教
授
）

▽「
刀
剣
乱
舞
‐
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
‐
」コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト　

■日
10
月
13
日
○日
・
14
日
○月

▽
列
品
解
説　

■日
10
月
19
日
○土
、
11
月
３
日

○日
午
後
２
時

▽
は
じ
め
て
の
刀
剣
講
座
～
鑑
賞
か
ら
お
手

入
れ
方
法
ま
で
～　

■日
10
月
20
日
○日
、
11
月

２
日
○土
午
後
２
時　

■師
矢
口
秀
春
氏
（
山
形

県
刀
剣
審
査
委
員
）　

■費
５
０
０
円

月
24
日
○日
午
後
２
時
30
分　

■場
同
館　

■内
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す　

■申

10
月
15
日
○火
～
11
月
15
日
○金

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
15
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
30
年
12
月
～
31

年
２
月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着

20
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・

試
食
、
栄
養
士
の
個
別
相

談　

■費
１
組
５
０
０
円

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子

供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
、
甘
く
な
い
飲
み

物
、
ス
プ
ー
ン
、
お
出
掛

け
に
必
要
な
物　

■申
11
月
８
日
○金
ま
で
健
康

課
☎
内
線
３
７
５
へ

西
部
児
童
館　
　
　
　
　
　

ゆ
め
っ
く
り
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

■日
11
月
16
日
○土
午
前
９
時
15
分
～
午
後
０
時

30
分　

■対
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
等

■内
児
童
の
発
表
、
売
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

（
有
料
ゲ
ー
ム
は
チ
ケ
ッ
ト
制
〈
11
月
１
日

○金
～
13
日
○水
に
１
８
０
セ
ッ
ト
販
売
〉。
２

０
０
円
で
４
ゲ
ー
ム
）　

■場
・
■問
同
館
☎
29

‐
０
０
３
１

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
16
日
○土
午
前
10
時　

■場
出
羽
庄
内
国

○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館

大
山
児
童
館 

「
ほ
と
り
あ
で
草
木
染
体
験
」

■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
小
学
生

15
人
（
保
護
者
同
伴
可
）　

■申
10
月
15
日
○火

ま
で
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０
へ

暘
光
児
童
館
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験

■日
11
月
２
日
○土
午
後
１
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
20
人　

■申
暘
光
児

童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館

☎
29
‐
０
０
３
１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
か
た
ぐ
る
ま
で
パ
ン
を
つ
く
ろ
う　

■日
11

月
10
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■場
鶴
岡

市
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■対
小
学

１
年
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
40
人

■内
か
た
ぐ
る
ま
利
用
者
と
小
学
生
親
子
で
の

パ
ン
作
り
、
施
設
内
見
学　

■費
１
人
４
０
０

円　

■申
10
月
19
日
○土
ま
で

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

■日
11

月
17
日
○日　

■時
①
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
①
と
②
で
店
の

入
替
え
あ
り
）　

■場
同
館　

■内
乳
幼
児
～
小

学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売　

■他
出
店
者

募
集
（
■定
各
回
11
人
〈
各
回
新
規
３
人
を
優

先
〉　

■費
１
５
０
円　

■申
10
月
７
日
○月
～
21

日
○月
）。

▼
親
子
で
ロ
ボ
ッ
ト
体
験【
入
門
編
】　

■日
11

生
ま
れ
）
及
び
１
歳
児
（
平
成
29
年
４
月
～

30
年
３
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
２
組

■申
10
月
10
日
○木
ま
で
各
園
へ　

■他
子
供
の
給

食
あ
り
。
希
望
す
る
保
護
者
へ
の
給
食
試
食

あ
り
（
２
５
０
円
）

ま
ん
ま
ル
ー
ム
10
月
の
講
座

「
ほ
め
方
・
叱
り
方
」

■日
10
月
17
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
南
部
児

童
館
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
ア
ナ
ン
シ
」　

ぬ
い
ぐ
る
み
お
泊
ま
り
会

■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■内
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
図
書
館
に
お

泊
ま
り　

■場
・
■問
図
書
館
櫛
引
分
館
☎
57
‐

５
６
８
１

鶴
岡
市
社
協　

全
児
童
館
合
同
行
事　
　
　

「
逃
走
中
２
０
１
９
」

■日
10
月
20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
児

童
遊
園　

■対
小
学
生　

■申
10
月
13
日
○日
ま
で

各
館
へ　

■問
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

つ
ち
だ
よ
し
は
る
絵
本
原
画
展　
　

～
鶴
岡
か
ら
生
ま
れ
た
絵
本
た
ち
～

▼
原
画
展　

■日
10
月
29
日
○火
～
11
月
10
日
○日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
11
月
５
日
○火

休
館
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
11
月
２
日
○土
午
前

10
時
、
午
後
１
時
30
分　

■対
各
回
小
学
生
以

下
先
着
20
人　

■費
３
０
０
円　

■申
10
月
８
日
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月
21
日
○月
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６自

然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
森
里
山
海
が
繋
ぐ
塩

づ
く
り
」　

■日
10
月
19
日
○土
午
前
９
時
～
午

後
２
時　

■定
30
人　

■費
6
０
０
円　

■申
10
月

17
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ね
ぐ
ら
入

り
観
察
会
」　

■日
10
月
19
日
○土
午
後
３
時

■定
20
人　

■師
太
田
威
氏
（
自
然
写
真
家
）

■費
３
０
０
円　

■申
10
月
17
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
鶴
岡
の
水
生
昆
虫
を
探
す

旅
」　

■日
10
月
20
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２

時　

■定
20
人　

■師
上
山
剛
司（
同
館
学
芸
員
）

■費
３
０
０
円　

■申
10
月
18
日
○金
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
コ
モ
で
リ
ー
ス
づ

く
り
」　

■日
10
月
27
日
○日
午
後
１
時
30
分

■内
湿
地
の
植
物
マ
コ
モ
で
リ
ー
ス
づ
く
り

■師
齋
藤
智
子
氏　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
癒
し
の
イ
ン
テ
リ
ア　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
（
全
３
回
）　

■日
11

月
15
日
・
22
日
・
29
日
の
金
曜
日
午
後
７
時　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■内
植
物
を

植
え
込
む
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
・
テ
ラ
リ
ウ
ム

を
制
作　

■師
布
川
美
與
子
氏（
遊
工
房
主
宰
）

■費
３
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
10
月
４
日
○金
～

11
月
６
日
○水
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

▽
戦
国
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
10
月
26
日
○土

・
27
日
○日　

■内
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
着
用
体
験
、
特
大
折
り

紙
か
ぶ
と
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
日
本
の

か
ぶ
と　

■費
３
０
０
円　

■他
当
日
は
小
・
中

学
生
入
館
無
料

▼
伝
統
工
芸
庄
内
姉
様
人
形
教
室
受
講
生
作

品
展
示
会　

■日
10
月
26
日
○土
～
28
日
○月
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■問
同
人
形
保
存
会
☎
22
‐
７
３
０
９

▼
共
通　

■
入
館
料　

大
人
…
８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■場
・
■申
同
館
☎
22
‐
１
１

９
９創

造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
10
月
８
日
○火
・
16
日
○水

・
25
日
○金
、
11
月
５
日
○火
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分　

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６

５
５月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
十
三
夜
の
月
見
‐
創
造
の
森
交
流
館
共
催

事
業
‐　

■日
10
月
11
日
○金
午
後
６
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■内
月
を
め
で
な
が
ら
、
新

米
で
作
っ
た
お
餅
を
食
べ
る　

▼
ブ
ナ
の
黄
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
10
月
12

日
○土
午
前
７
時
30
分
～
午
後
２
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
７
合
目
→
北
月
山
荘

（
庄
内
町
）　

■定
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
10
日
○木
ま
で

▼
秋
を
五
感
で
感
じ
よ
う
‐
創
造
の
森
交
流

館
共
催
事
業
‐　

■日
10
月
20
日
○日
午
前
10
時

～
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先

着
25
人　

■内
秋
の
羽
黒
山
旧
参
道
を
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
後
、
秋
の
恵
み
を
五
感
で
楽
し
む

■費
７
０
０
円　

■申
10
月
15
日
○火
ま
で

▼
朴
坂
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
温
泉
入
浴
付
）

■日
10
月
26
日
○土
午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
新
潟
県
関
川
村　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人

…
２
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
23
日
○水
ま
で

▼
紅
葉
の
高
瀬
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
11
月

２
日
○土
・
６
日
○水
午
前
８
時
～
午
後
４
時

■場
高
瀬
峡
（
遊
佐
町
）　

■定
先
着
20
人　

■費

大
人
…
１
、
５
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０

０
円　

■持
昼
食
等　

■申
10
月
31
日
○木
ま
で

▼
晩
秋
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
を
歩
こ
う　

■日
11

月
10
日
○日
午
前
８
時
～
午
後
３
時
（
由
良
海

岸
駐
車
場
集
合
）　

■場
旧
加
茂
ト
ン
ネ
ル
→

由
良　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
１
、
２
０

０
円　

子
供
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申

10
月
31
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
62
‐
４
３
２
１

■他
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
の
可
能
性
あ
り

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■日
10
月
９
日
・
16
日
・

23
日
、
11
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の

水
曜
日
午
前
9
時
10
分
・
10
時
40
分
、
10
月

10
日
・
17
日
・
24
日
、
11
月
７
日
・
14
日
・

21
日
・
28
日
の
木
曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談　

■日
10
月
10
日
・
17
日
・
24
日

の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
老
セ
ン
ま
つ
り　

■日
10
月
29
日
○火
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時　

■費
７
０
０
円　

■申
10
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講
座
・
講
習
会

森
の
案
内
人
養
成
研
修

■日
・
■内
10
月
６
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

…
自
然
観
察
、
木
工
ク
ラ
フ
ト　

11
月
17
日

○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
…
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
、
野
外
活
動
の
応
急
処
置　

■場
眺

海
の
森
（
酒
田
市
）　

■対
森
林
環
境
教
育
等

に
関
心
が
あ
る
高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
者

10
人　

■持
昼
食
等　

■申
庄
内
総
合
支
庁
森
林

整
備
課
☎
66
‐
５
５
２
４

市
民
サ
ロ
ン
第
３
講
「
体
験
か
ら
知
る
庄
内
の

食
と
農
‐
豊
か
な
食
を
育
み
楽
し
む
た
め
に
‐
」

■日
10
月
15
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
農
家
＆
レ
ス
ト
ラ

ン
を
約
８
年
～
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
な
食
と
農
の

楽
し
み
方
～
」
小
野
寺
紀
允
氏
（
や
さ
い
の

荘
の
家
庭
料
理
「
菜
ぁ
」）、「
微
生
物
の
チ

カ
ラ
を
借
り
て
豊
か
な
食
と
農
へ
」
斎
藤
菜

摘
氏
（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
准
教
授
）

■申
同
セ
ン
タ
ー
内「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」

☎
23
‐
２
２
０
０

食
文
化
に
よ
る
郷
土
づ
く
り

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

■日
10
月
18
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
▽

特
別
講
演
「
キ
ユ
ー
ピ
ー
が
考
え
る
健
康
長

寿
に
向
け
た
食
文
化
へ
の
取
組
」
…
長
南
収

氏
（
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
代
表
取
締
役
）　

▽
基



24

○木
…
「
今
か
ら
考
え
る�

女
性
の
た
め
の
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」伊
藤
美
智
子
氏（
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　

28
日
○木
…「
こ

れ
か
ら
も
輝
い
て
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

関
根
近
子
氏
（
㈱
Ｂ
マ
イ
ン
ド
）　

■時
午
後

７
時　

■定
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
25
人　

■費
１
、
６
５

０
円　

■場
・
■申
10
月
８
日
○火
～
29
日
○火
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

■
短
期
講
座

▼
彩
り
豊
か
な
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
リ
ー
ス

作
り　

■日
11
月
20
日
○水
午
前
10
時　

■定
先
着

15
人　

■師
渡
部
小
枝
氏
（
ア
ト
リ
エ
虹
の
香

房
）　

■費
２
、
５
５
０
円

▼
伝
え
て
い
き
た
い
感
謝
と
恵
み
の
行
事
食

や
郷
土
の
味　

第
４
弾
～
櫛
引
地
域　

■日
11

月
27
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定
先
着

20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会�

櫛
引
地
域　

■費
１
、
５
５
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
10
月
８
日
○火

～
29
日
○火
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
中
央
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル

共
催
講
座

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
か
ん
た
ん
講
座
（
全
４
回
）

■日
11
月
14
日
・
28
日
、
12
月
５
日
・
19
日
の

木
曜
日
午
前
10
時　

■師
小
竹
淑
子
氏
（
鶴
岡

ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
エ
テ
ィ
代
表
）　

■費
２
、

２
０
０
円　

■他
複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
（
Ｃ
調
）

を
使
用
し
ま
す
（
あ
っ
せ
ん
あ
り
）。

▼
大
正
琴
で
心
に
オ
ア
シ
ス
を
!!
１
．
２
．

３
は
ド
．
レ
．
ミ（
全
６
回
）　

■日
11
月
８
日
・

■場
致
道
博
物
館
→
鶴
岡
公
園
→
藤
沢
周
平
記

念
館　

■定
20
人　

■内
鶴
ヶ
岡
城
城
郭
遺
構
の

解
説
を
交
え
、
ゆ
か
り
の
石
碑
巡
り
と
施
設

見
学　

■師
致
道
博
物
館
学
芸
員　

■費
５
５
０

円
（
別
途
入
館
料
）

▼
共
通　

■申
10
月
８
日
○火
～
29
日
○火
に
中
央

公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

生
産
性
向
上
・
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を
探
る 

私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会

■日
11
月
９
日
○土
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ　

■定

２
５
０
人　

■内
庄
内
地
域
７
社
の
改
善
事
例

発
表
、
講
演
（
髙
橋
幸
司
氏
〈
鶴
岡
高
専
校

長
〉）
等　

■費
１
社
２
、
０
０
０
円　

■申
庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
11
月
10
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分　

■場
消
防
本
部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講

習
Ⅰ
…
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
・
30
人　

■申
10
月
12
日
○土
～

11
月
４
日
○月
に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３

３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト

を
希
望
す
る
方
は
２
０
０
円

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

の
講
座

▼
か
が
や
き
女
性
塾
～
人
生
１
０
０
年
時
代

を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
（
全
３

回
）　

■日
・
■内
11
月
12
日
○火
…
「
お
悩
み
解

決
へ
の
お
手
伝
い　

終
活
の
理
想
と
現
実
」

大
瀧
美
智
広
氏
（
ア
ク
サ
ン
統
括
）　

21
日

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
25
人

■費
８
、
０
０
０
円

▼
入
門
！
決
算
書
の
読
み
方
使
い
方　

■日
11

月
９
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■定

20
人　

■費
４
、
５
０
０
円

▼
な
ぜ
な
ぜ
分
析
・
問
題
解
決　

■日
11
月
12

日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定

20
人　

■費
6
、
0
０
０
円

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修　

■日
11

月
19
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■定

20
人　

■費
6
、
0
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

新
卒
者
の
早
期
離
職
防
止
事
業　
　
　

庄
内
地
域
同
期
会「
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」　　
　
　
　

■日
11
月
８
日
○金
午
後
１
時
30
分
～
7
時　

■場

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田　

■対
庄
内

地
域
の
企
業
・
事
業
所
等
の
新
社
会
人
（
1

年
～
3
年
目
程
度
）
50
人　

■内
社
会
人
の
先

輩
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
等　

■師
山
本
一
輝

氏（
Ｉ
ｄ
ｅ
ａ　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
代
表
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
庄
内
総
合
支
庁
地
域

産
業
経
済
課
☎
66
‐
５
４
８
７

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼【
特
別
講
座
】
考
え
る
の
は
「
今
で
し
ょ

う
!!
」
災
害
対
応　

■日
11
月
８
日
○金
午
後
２

時　

■場
同
館　

■定
30
人　

■師
阿
達
和
夫
（
鶴

岡
市
消
防
本
部
）

▼
鶴
ヶ
岡
城
址
の
歴
史
文
化
め
ぐ
り
【
現
地

研
修
】　

■日
11
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分

調
講
演
「
在
来
作
物
の
魅
力
と
活
用
」
…
江

頭
宏
昌
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

▽
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
食
文
化
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
」…
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
平

智
氏
〈
山
大
農
学
部
教
授
〉）、
パ
ネ
リ
ス

ト
（「
食
文
化
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
鶴
岡
市
が
Ｅ

Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
む
理
由
～
」
斎
藤
由
佳
子
氏

〈
㈱
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代
表
取
締
役
社
長
〉、

「
私
が
注
目
す
る
鶴
岡
の
食
文
化
」
ラ
ー
ス

ロ
ー
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
〈
鶴
岡
市
食
文
化
創
造
都

市
推
進
課
食
文
化
国
際
事
業
推
進
員
〉、「
私

と
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
」
中
野
律
氏
〈
鶴
岡
食
文

化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
主
任
事
業
推
進

員
〉、「
学
校
給
食
と
地
産
地
消
」
庄
司
順

子
〈
鶴
岡
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養

士
〉）　

■申
本
所
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
☎

内
線
５
４
０

和
食
文
化
学
会
・
山
形
在
来
作
物
研
究
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
を
考
え
る
」

■日
10
月
20
日
○日
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ　

■内

▽
対
談
「
地
域
ら
し
さ
と
食
」
…
奥
田
政
行

氏
（
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
）、
江
頭
宏
昌
氏
（
山
形
在
来
作
物
研
究

会
会
長
）　

▽
料
理
の
実
演「『
食
の
都
庄
内
』

親
善
大
使
に
よ
る
地
域
食
材
を
使
っ
た
創
作

料
理
」
…
太
田
政
宏
氏
、
奥
田
政
行
氏
、
土

岐
正
富
氏　

■問
山
大
農
学
部
内
山
形
在
来
作

物
研
究
会
☎
28
‐
２
８
３
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座（
全
３
回
）　

■日
10
月
25
日
○金
・
26
日
○土
、
11
月
30
日
○土
午

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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入
居
時
期
は
12
月
上
旬

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　
　
　
　

貸
館
の
受
付

▼
来
年
２
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
11
月
１
日
○金
か
ら　

▼
来
年
３
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
12
月
１
日
○日
か
ら

▼
来
年
４
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
来
年
１
月
４
日
○土
か
ら

▼
来
年
５
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
11

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
10
月
15
日
○火　

通
常
受
付

…
11
月
１
日
○金
か
ら

▼
来
年
６
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
来
年
12

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
11
月
15
日
○金　

通
常
受
付

…
12
月
１
日
○日
か
ら

▼
来
年
７
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
、
再
来
年

１
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
12
月
15
日
○日　

通
常

受
付
…
来
年
１
月
４
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受

付
…
市
内
団
体
等
が

行
う
芸
術
文
化
事
業

等　

■問
同
館
☎
24
‐

５
１
８
８　

■他
先
行

受
付
は
利
用
調
整
会

議
（
■時
午
後
６
時
30

分　

■場
同
館
）
へ
の

出
席
が
必
要
。
小
ホ

ー
ル
・
練
習
室
・
会

議
室
等
は
先
着
順
。

貸
館
の
空
き
状
況
は
同
館
HP

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
12
月
７
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■申
電
子
申
請
…
10
月
25
日
○金
～

11
月
５
日
○火　

書
面
申
請
…
10
月
28
日
○月
～

11
月
８
日
○金　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６

１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消

防
各
分
署
に
設
置
。
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験
　
　
　
　

■日
12
月
14
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■申
電

子
…
11
月
２
日
○土
～
12
日
○火　

書
面
…
11
月

５
日
○火
～
15
日
○金　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０

７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及

び
各
分
署
に
設
置
。
HP

募
集

県
営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅　

東
部
２
号
・
３
号
、
茅
原
２

号
（
Ｂ
）・
２
号
（
C
）、
末
広
１
号
（
C
）・

２
号
（
Ｂ
）・
３
号
（
Ａ
）・
３
号
（
B
）、

城
南
１
号
（
Ｂ
）・
２
号
（
A
）
…
各
１
戸　

美
原
１
号
、
東
部
１
号
、
茅
原
３
号
（
Ｂ
）、

城
南
１
号
（
Ａ
）
…
各
２
戸
、
茅
原
１
号
…

3
戸　

■申
10
月
１
日
○火
～
10
月
７
日
○月
に
県

営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３

２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
15
日
○火
。

「
雷
サ
ミ
ッ
ト
19
」 

雷
俳
句
・
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト　

■
テ
ー
マ　
「
雷
」（
稲
妻
等
雷
を
連
想
さ
せ

る
語
を
含
む
）　

■
部
門　

俳
句
部
門
（
一

般
の
み
）、
川
柳
部
門
（
一
般
、
小
・
中
学
生
）

■
応
募
規
定　

自
作
未
発
表
の
作
品
３
作
品

ま
で
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
不
問
）　

■

応
募　

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
本
所
地
域
振

興
課
へ　

■
賞　

各
部
門
ご
と
大
賞
・
秀
作

等
を
選
定
し
、
賞
状
・
副
賞
等
を
進
呈
。
来

年
１
月
25
日
○土
開
催
の
「
雷
サ
ミ
ッ
ト
19
」

会
場
で
発
表　

■申
10
月
１
日
○火
～
31
日
○木

■問
同
課
☎
内
線
５
２
２　

■他
市
HP

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
方
を
認
定
し
ま
す 

鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
募
集

■対
自
ら
鶴
岡
の
「
食
文
化
」
を
題
材
と
し
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
企
画
と
実
践
を
し
た
い
方

で
、
ガ
イ
ド
講
座
を
受
講
で
き
る
方
20
人

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

高
校
生
…
１
、

０
０
０
円　

■申
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進

協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
９　

■他

各
コ
ー
ス
（
全
4
回
）
を
す
べ
て
受
講
し
、

別
途
ガ
イ
ド
試
験
に
合
格
し
た
方
を
鶴
岡
ふ

う
ど
ガ
イ
ド
に
認
定
。
HP

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
講
座（
コ
ー
ス
共
通
初
回
）　

■日
11
月
９
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▽

土
曜
日
コ
ー
ス　

■日
12
月
14
日
○土
、
来
年
１

月
11
日
○土
、
２
月
１
日
○土
午
前
９
時　

▽
木

曜
日
コ
ー
ス　

■日
12
月
12
日
○木
、
来
年
１
月

９
日
○木
、
２
月
６
日
○木
午
後
６
時　

■内
企
画

力
・
ガ
イ
ド
実
践
研
修
等

22
日
、
12
月
６
日
・
20
日
、
来
年
１
月
17
日
・

31
日
の
金
曜
日
午
前
10
時　

■師
石
田
窈
子
氏

（
山
琴
箏
会
講
師
）　

■費
４
、
０
０
０
円　

■他

大
正
琴
を
無
料
で
貸
出

▼
共
通　

■定
10
人　

■場
・
■申
10
月
８
日
○火
～

29
日
○火
に
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

中
央
公
民
館
短
期
青
年
講
座

■日
11
月
16
日
○土
・
30
日
○土
午
後
５
時　

■場
寿

司
・
天
婦
羅
芝
楽　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
の
20
歳
～
40
歳
台
の
方
先
着
12
人　

■内

日
本
酒
講
座
「
味
の
識
別
に
つ
い
て
体
験
し

て
み
よ
う
」（
全
２
回
）　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
10
月
８
日
○火
～
28
日
○月
に
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■日
11
月
19
日
○火
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分
、
20
日
○水
午
前

９
時
50
分
～
午
後
４
時
、
12
月
23
日
○月
午
前

10
時
～
午
後
３
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　
　

▼
実
習　

■日
11
月
25
日
○月
～
12
月
16
日
○月
の

う
ち
１
日
（
60
分
）　

■場
市
内
の
訪
問
介
護

事
業
所　

■他
訪
問
介
護
員
に
同
行

▼
共
通　

■対
地
域
で
自
分
の
力
を
生
か
し
た

い
、
地
域
貢
献
し
た
い
シ
ニ
ア
世
代
50
人

■持
昼
食
、
筆
記
用
具
、
印
鑑
等　

■申
11
月
11

日
○月
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内

線
７
０
７
へ　

■他
修
了
後
、
報
酬
を
得
な
が

ら
訪
問
介
護
や
通
い
の
場
等
、
総
合
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
可
（
鶴
岡
市
認
知
症
見
守

り
支
援
員
の
資
格
も
同
時
取
得
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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１
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
の
金
曜

日
午
後
１
時
15
分
、
２
時
30
分　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■定
各
相
談
日
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が

沈
ん
で
元
気
が
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り

相
談
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な

い
等　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■日
①
10
月
６
日
○日　

②
20
日
○日　

■時
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

■場
①
最
上
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」（
新
庄
市
）、
ア
ク
テ

ィ
ー
米
沢　

②
大
手
門
パ
ル
ズ
（
山
形
市
）、

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■問
山
形
県
労

働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

７
９
３労

働
・
年
金
・
働
き
方
改
革
に
つ
い
て 

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

■日
10
月
12
日
○土
・
26
日
○土
午
前
９
時
～
午
後

１
時　

■場
勤
労
者
会
館　

■問
山
形
県
社
会
保

険
労
務
士
会
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
２
９
５

９
マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会

in
鶴
岡

■日
①
10
月
15
日
○火　

②
11
月
12
日
○火　

③
12

月
16
日
○月　

■時
・
■内
午
前
10
時
30
分
…
セ
ミ

ナ
ー
（
■定
５
人
〈
要
申
込
み
〉）　

①
「
今
、

考
え
た
い
！
マ
マ
の
働
き
方
と
将
来
へ
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」　

②
「
印
象
力
ア
ッ
プ
」

③
「
働
く
準
備
を
し
よ
う
！
」　

午
後
１
時

～
３
時
…
個
別
相
談
会　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

鶴
岡　

■問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
庄
内

☎
０
２
３
４
‐
28
‐
８
０
６
１　

■他
託
児
あ

り
（
要
申
込
み
）

調
停
手
続
相
談

　

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
17
日
○木
午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時

■場
勤
労
者
会
館　

■対
交
通
事
故
・
金
銭
・
土

地
建
物
・
家
庭
の
問
題
等
で
お
困
り
の
方
等　

■問
鶴
岡
裁
判
所
内
鶴
岡
調
停
協
会
☎
23
‐
６

６
６
６不

動
産
無
料
相
談
・
献
血
運
動 

不
動
産
フ
ェ
ア
２
０
１
９

■日
10
月
20
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分　

■場
朝
暘
武
道
館
前　

■内
不
動
産
無
料
相
談
、

献
血
運
動　

■問
山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
☎
24
‐
８
８
４
６

10
月
７
日
～
13
日
は
行
政
相
談
週
間 

巡
回
行
政
相
談
会

■日
10
月
21
日
○月
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１

５
８専

門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　

住
宅
相
談
会

■日
・
■場
10
月
23
日
○水
…
市
役
所
本
所
４
階
４

０
３
会
議
室　

11
月
27
日
○水
…
市
役
所
４
階

ロ
ビ
ー　

■時
午
前
10
時
～
11
時　

■内
住
宅
新

築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
相
談
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス

等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

鶴
岡
№
１
次
世
代　

料
理
人

決
定
戦
出
場
者
募
集

■対
市
内
で
飲
食
業
に
従
事
す
る
45
歳
以
下
の

方　

■内「
鶴
岡
」
を
表
現
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
№
１
を
競
う　

■申
11
月
22
日
○金

ま
で
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
☎

25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２
へ　

■
選
考

一
次
選
考
（
書
類
審
査
）
…
11
月
下
旬　

最

終
選
考
（
実
技
・
試
食
審
査)

…
来
年
２
月

中
旬　

■他
HP

独
身
男
女
の
出
会
い
を
お
手
伝
い
し
ま
せ
ん
か　

つ
る
お
か〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
”養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
社
会
全
体
で
結
婚
を
希
望
す
る
方
の

背
中
を
後
押
し
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
結
婚
の
世
話
焼
き
を
行
う「
つ
る
お
か″
婚

シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟」を
養
成
し
ま
す
。

■対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
意
欲
的
に
結
婚
の
世
話

焼
き
が
で
き
、
講
習
会
（
全
３
回　

■日
11
月

23
日
○土
、
12
月
、
来
年
１
月
を
予
定
）
等
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
方
10
人
（
営
利

目
的
を
除
く
）　

■申
10
月
31
日
○木
ま
で
本
所

地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
７
へ　

■他
修
了
後
、

「
つ
る
お
か″
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟」に
認
定
。個

人
で
の
世
話
焼
き
活
動
や
市
主
催
の
結
婚
相

談
会
等
で
活
躍
で
き
ま
す

相
談
・
そ
の
他

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　
　
　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
10
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
11
月

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
12
人　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫

鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

専
門
家
９
士
業
が
連
携
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す　

な
ん
で
も
相
談
会　
　

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、

税
理
士
等
９
士
業
の
専
門

家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
27
日
○日
午
前
11
時

～
午
後
４
時　

■場
マ
リ
カ　

■問
山
形
県
司
法
書
士
会
☎

０
２
３
‐
６
２
３
‐
７
０

５
４法

の
日
週
間
記
念
行
事 

無
料
法
律
相
談
会

■日
10
月
30
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

■場
市
役
所
本

所　

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ 

個
別
相
談
会
と
つ
ど
い

　

１
人
で
悩
ま
な
い
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
７
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■内
個
別
相

談
会
（
精
神
科
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
）、

つ
ど
い
（
分
か
ち
合
い
、
ミ
ニ
講
話
等
）

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66

‐
４
９
３
１

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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日
○金
ま
で
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）　

■
販

売
数　

限
定
５
、
０
０
０
セ
ッ
ト　

■
販
売

場
所　

鶴
岡
商
工
会
議
所
ほ
か
市
内
18
か
所　

■
使
用
期
間　

来
年
３
月
31
日
○火
ま
で　

■問

同
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１
ま
た
は
本
所
商

工
課
☎
内
線
５
６
３
へ　

■他
HP

狩
猟
者
登
録
の
お
知
ら
せ

■日
10
月
17
日
○木
正
午
～
午
後
３
時
、
18
日
○金

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
・
■問
庄
内
総
合

支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６

最
上
川
、
赤
川
の
河
川
工
事
等
で
発
生

し
た
伐
採
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■
規
格　

径
５
㎝
～
10
㎝
、
長
さ
１
ｍ
～
１

ひ
き
こ
も
り
相
談

　

本
人
の
状
況
と
家
族
の
関
わ
り
、
不
安
・

焦
り
な
ど
を
聞
き
、
対
応
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。

■日
毎
月
第
４
火
曜
日
（
10
月
は
29
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
・
■申
庄
内
保
健

所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
」「
精
神
的
に

不
安
定
」「
お
酒
に
よ
る
悩
み
が
あ
る
」
な

ど
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
偶
数
月
第
１
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３

・
５
ｍ
程
度
の
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ヤ
ナ
ギ
、
ハ

リ
エ
ン
ジ
ュ
等
の
幹
や
枝　

■
提
供
場
所

県
内
各
所
（
詳
細
は
酒
田
河
川
国
道
事
務
所

HP
で
随
時
公
開
）　

■対
個
人
で
利
用
す
る
方

（
譲
渡
・
販
売
等
不
可
）　

■問
同
事
務
所
赤
川

出
張
所
☎
23
‐
２
０
３
２　

■他
伐
採
木
が
な

く
な
り
次
第
終
了

林
業
退
職
金
共
済
制
度 

（
林
退
共
）
の
お
知
ら
せ

　

林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
金

請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
林
退
共
の
加
入
確
認
な
ど
、
詳
し

く
は
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
03
‐
６
７

３
１
‐
２
８
８
７
へ

時
30
分
、
奇
数
月
第
2
水
曜
日
（
11
月
は
20

日
）
午
前
10
時
～
正
午　

■場
・
■申
庄
内
保
健

所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

消
費
税
改
正
に
関
す
る
説
明
会

■日
10
月
９
日
○水
・
25
日
○金
、
11
月
22
日
○金
、

12
月
11
日
○水
午
前
10
時
、
午
後
２
時　

■場
勤

労
者
会
館　

■対
法
人
・
個
人
の
全
事
業
者

■内
軽
減
税
率
制
度
、
区
分
経
理
、
決
算
処
理
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
説
明　

■問
鶴
岡
税
務

署
☎
22
‐
１
４
０
１

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
５
０
０
円
お
得 

共
通
商
品
券「
荘
内
藩
藩
札
」

■
販
売
期
間　

10
月
１
日
○火
～
来
年
１
月
31

■日�11月２日○土 ～４日○月 午前９時～午後７時（４日は
午後３時まで）　
■場三川町町民体育館、三川町文化交流館等　
■内�特別展示「みんなで楽しむバルーンアート」、バル

ーンアート制作ショー・制作体験、特別展示「門崎
晴子和紙ちぎり絵展」、各種作品展示、体験コーナー、
物産販売・試食等　
■問三川町公民館☎66‐4403

●三川町 みかわ秋まつり

■日10月27日○日 午前10時30分～午後１時30分　
■場月光川河川公園内水路　
■内�鮭のつかみどり（持ち帰りは 1 人１尾）、お楽しみ

抽せん会、鮭と触れ合いコーナー（■対小学生未満）　
■費�1,530円（当日は320円増し）　
■�前売り券取扱い　遊佐鳥海観光協会、道の駅鳥海ふ

らっと　
■問同協会☎0234‐72‐5666

●遊佐町 鮭のつかみどり大会

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■日�10月26日○土 ・27日○日 午前９時30分～午後３時30
分　
■場酒田市国体記念体育館周辺特設会場　
■内�採れたて野菜・サザエのつぼ焼き・キノコ等の直売、

餅の振舞い、米すくいピッタリチャレンジ、キノコ
　・苗木のプレゼント、試食コーナー等　
■問酒田市農政課☎0234‐26‐5792　
■他さかた産業フェア2019同時開催

●酒田市 酒田市農林水産まつり2019
酒田んめちゃ市

■日10月６日○日 午前10時～午後３時
■場庄内町総合体育館周辺　
■内�農・商工まつり、餅つき、三陸産ホタテ焼き、スタ

ンプラリーほか
■問庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

●庄内町 しょうない秋まつり

■日11月10日○日 午後１時30分　
■場いろり火の里なの花ホール　
■内�小学校児童による合唱・合奏、各種団体、個人によ

る演奏・コーラス等　
■問三川町公民館☎66‐4403

●三川町 町民音楽会～ふれあいコンサート～
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森林を使って保全する

ドイツ・バーデン＝ヴュルテンベルク州にある、南シュヴァ
ルツヴァルト自然公園を管理する同自然公園協会事務局長。
大学で林学を学んだ後、国有林などを管理する森林官として
12年間勤め、2005年より現職。2009年に本市と同協会が締
結した友好協定が今年10周年を迎えた。ドイツ自然公園連
盟理事、同州自然公園協会事務局長も務める。鶴岡致道大学
公開講座の講師として来鶴。

ローラント シェットレ さん

鶴岡致道大学で同協会の取り組みについて講演（８月25日╱東京第一ホテル鶴岡）

　私が林学を学び始めたきっかけは、両親が農家だ
ったことです。近くには森があって、イノシシや鹿
の狩りをしていました。日本の感覚だと驚くかもし
れませんが、彼らは私にとって友達でした。
　森林官だったときは、どのような木材を切り出し、
どこに植林するのかを検討するなど、森の利用や管
理が主な仕事でした。今は「人」に対して森林の魅
力や役割を伝えることを中心に仕事をしています。
　協会は「利用を通じての保全」を理念に、持続可
能で自然に優しい開発を目指しています。そのため
に、訪れた人たちが森に親しむことができる様々な
プロジェクトを実施しています。ここで重要なのは
私たちの協会だけで取り組むのではなく、ハイキン
グクラブや観光協会など様々な団体と協力すること。
テントを張って森を満喫する森歩きや、地元食材を

使った料理教室などは住民の皆さ
んからも大変好評で、もっと活動

を進めようという機運が高まっています。
　鶴岡はすばらしい森林を持っていますが、ドイツ
に比べると住民の関心はあまり高くありません。今
後も森林を保全していくためには、地産地消を進め
て生産者と消費者がつながることが重要です。新鮮
な状態の農産物を地元で消費するということはすば
らしいことです。日本は食文化の水準や食に対する
意識は高いので、もっと需要を掘り起こすことが大
切です。
　鶴岡市との友好協定が10年を迎え、これからも交
流を深めていくことを歓迎しています。日本では森
林浴という言葉がよく使われますが、森林浴の考え
方は非常に興味深いので、どのように行われている
のかなど学んでいきたいです。また、鶴岡市はユネ
スコ食文化創造都市として認定を受けていますが、
私たちの国には認定自治体はありません。どういっ
た取り組みをしているのか教わっていきたいですね。
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　�本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

献血　10/4 ～ 11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
10 ．10○木 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱

12○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
20○日  ９：00 ～ 15：00 小真木原公園（宅建協会不動産フェア）
29○火 14：00 ～ 15：30 荘内病院

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ��8日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線307 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 25日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土 �９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（令和元年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,844人
　　 （男：60,220人、女：65,624人）
　世帯数：48,969世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111
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市民先行エントリー（座席の指定不可）　
●受付期間　10月５日（土）午前10時～20日（日）
●受付方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　11月１日（金）～10日（日）に

同館へ（クレジットカード不可）　

チケット販売

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

来年 1月19日（日） 開演：午後２時 荘銀タクト鶴岡 大ホール

面白さ宇宙的！YouTube動画再生回数5,600万回超え！
子どもだけでなく大人も一緒に楽しめる、歌あり、笑いあり、遊びあり、体操あり、ミュー
ジックパネルあり、何でもあり～！なステージ。ケロポンズと一緒に「エビカニクス」!!

ケロポンズ　ファミリーコンサート

出演：千住真理子（ヴァイオリン）、山洞智（ピアノ）　
スペシャルゲスト : 千住明（作曲家）

　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールで　
お知らせします。

　※ インターネット環境がない方は同館にお問い合せ
ください。

　※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。
一般販売
販売開始日時　11月16日（土）午前10時から先着順
●販売方法　
　①インターネット予約　※座席の指定不可。
　　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　
　　☆チケット引換え
　　 ・予約日から２週間以内に同館へ（クレジットカ
　　　ード不可）
　　・代金引換で郵送（手数料600円はお客様負担）
　②窓口販売　※座席の指定可。
　　荘銀タクト鶴岡、みずほ八文字屋（酒田市）、
　　BookCityとみや（庄内町）

 ※当日券は200円増し。
※ ２歳以下無料（膝上鑑賞）。座席が必要な場合は有料。
※車椅子席は荘銀タクト鶴岡でのみ販売。

全席指定2,500円（税込）
来年 1月18日（土）開演：午前11時40分 荘銀タクト鶴岡 大ホール

©Kiyotaka Saito(SCOPE)

≪一般≫Ｓ席4,500円・Ａ席3,500円　
≪学生≫Ａ席1,800円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は各500円増し。
　※ 未就学児は入場不可。託児サービスがあります（有

料。先着順。チケット購入確定後に申込み）。
　※車椅子席は荘銀タクト鶴岡でのみ販売。
　※ 学生席をご希望の方は申込みの際にその旨をお伝

えください。

チケット料金（全席指定・税込）

チケット販売
市民先行エントリー（座席の指定不可）　
●受付期間　10月４日（金）午前10時～14日（月）
●受付方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　10月19日（土）～27日（日）に

同館へ（クレジットカード不可）
　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールで

お知らせします。
　※ インターネット環境がない方は同館にお問い合せ

ください。

　※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。
一般販売（座席の指定可）
●販売開始　11月２日（土）午前10時から先着順
●販売方法　
　①窓口販売　
　　荘銀タクト鶴岡、みずほ八文字屋（酒田市）、
　　BookCityとみや（庄内町）
　②プレイガイド
　　仙台放送オンラインチケット
　　ローソンチケット
　　チケットぴあ

世界的に活躍する日本画家・千住博の『水神』の緞
どんちょう

帳をバックに、スペシャルゲストと
して千住明を迎え、�千住真理子のリサイタルを開催します。ここ荘銀タクト鶴岡でしか
観られない唯一無二のコンサートをご堪

たんのう

能ください。�

千住真理子ヴァイオリン・リサイタル


